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は じ め に

本報告書は ｢港北地区サイン計画策定調査 ｣の成果 をまとめた もので

あ9ます.

港北ニュー タウン建設事業は,事業認可以来 ,既 に9年 を経て,地区

の根幹的 を施設 について壮その整備が進み,昭和 58年度 には,い よい

よ第一次入居 を迎え ようとしてV,ます｡

本調査 は, タウンセンター地区を除 く,港北 ニュータウンを対象に,

これ までの港北 ニュー タウ ンの計画 ･設計作業 を踏え,地区空間の体系

化 に 上る空間の一体性確保及び個性 づ くDを 上り一層進め,豊かなシン

ボル空間形成 のための方針 を検討 してV,るとともに,この方針に沿い地区

構造 をわか b易 く伝え,また地区空間を演出す る標識 ･ス トl)- トファ

ニチュ了の システムと配置 ･デザインの方針 を検討 してVlます｡

この ように,本調査 におけ るサイン計画は,単 に標識 ･ス ト])- トフ

ァニチュ了の各 エ レメン トの計画,設計の方針 を示す忙止 ま らず,広 く

シ/ポル計画 としてシンボル空間形成の原則 とその方策の提案 を行 って

います｡

本調査 の遂行 にあた っては,筑波大学教授 川手先生 を委員長 とす る

策定委員会 を設置 し,学識経験者,横浜市, 住宅 ･都市整備公団港北開

発局の方 々に参画 してV}たた き多大 を御意見,御示唆 を轟Di したO こ

こに深 く感謝の意 を表す る次第であ 9ます｡

昭 和 58 年 1月

(財) 都 市 計 画 協 会

.
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序 章 本報告書の活用にあたって

(1) 港北 ニュー タウンでは,地区空間を構成す る根幹的施設の計画設計

作業が一 部につV,てほほ完了 し,昭和 57年度未には第 1次供用開始

が行 われ,昭和 58年度にはい よい よ集合 駐宅の第一次入居 を迎え よ

うとしておD,まちづ くb吐次のステ ップに移行 しつつ ある｡

本報告書では,こ うした状況の認識の もとに,これ まで塔かわれて

きた港北 ニュー タウン建設の理念,方針 を今後 とも受け継 ぎ,今後の

エb良い7fちづ くDへ橋渡 しを してV,くための方針 と方策 をシンボル

計画 として示 してV,る｡ また,同時にシンボル計画 を受けて,港北 ‥

ュー タウンにおける標識 .ス トl)- ト77-チュ7群 の配置,デザ イ

ン方針 を示 しているo

ただ し,本報告香においては計画の基本的 な考え方,方針を示すK

止 まってVlる｡

従 って,本計 画において述べた事項 を今後の港北ニュー クウンのせ

ちづ くDに実践的 に活用 してい くためには,今後本報告香 を受けて次

の ようを展開を行 うことが必要 とされ る｡

① 今後の基盤整備側並びに上物整備側 の空間形成 にあたっては,本

計 画の シンボル吾十画において示 した 3つの空間 カテゴ [)- (｢系 ｣,

｢圏域 ｣,｢衝｣)ととの空間構成指針に原則的に沿 った方向で行

うことの徹底 を図 る｡

② 今後のまちづ くDにあたっては,新たに本計画で示 した シンボル

形成 とV,う視点 か らのせちづ くDを市,公EIL,地元 住民等のまちづ

くDの関与主体が相互 に共通認識 を もち,推進 してい くことが必要

とされ る.

@ 標識 ･ス ト')- ト77ニチュ了の設置 にあた っては,本計画で示

した設置基準 を原則 とし,その整備 を図る もの とする｡ この際設置

主体,維持管理主体 の検討 を今後早急 に行い, これを明確化 してい

くことが必要 とされ る｡特に,本計画では通常設置主体,維持 ･管

理主体 が異 なる標設 ･ス ト()- ト77ニチュ7群 をユニ ッ ト化 して設

置す る方針 を多 く打 ち出 してい ることか ら, この方針 に沿 った主体

問の調整 が望 まれ る｡

抄 以上の ような展開を推進 してVlくためには,ひとまず次の 2点の
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方策 を具体的 に進 めてい くo

l) 計 画主 旨のP.R

本計 画の実現 のためには,第 1にまもづ くDの各主体が本計画

の主 旨を理解 し,共通認識 に立つ ことが不可欠であることか ら,

各主体 に対す るP.R活動 を進めてい く必要が ある (具体的 には,

パ ンフレッ ト作成等 )｡

2) 総合的計 画 コン トロール主体の確立

また,第 2には,本計 画の実現 と担保 を図 9･また港北 ニュー

タウンの計画理念,方針 を今後 とも積極的 に継承 してい くために,

ま ちづ くりに関与す る主体間の調整 を行 いつつ,同時 にまちづ く

Dのエネルギーを結集す ることのできる総合的かつ一貫 した能動

的 7Eちづ くD推進母体の組執づ くDを進めてい く必要が あるo こ

の推進団体 は,7Eちづ くDに関与す る主体で構成 し,主 として担

ぅ機能 としては,本計画で述べた空間構成 の指針 に沿 った空間形

成への誘導 コン トロールや, シンボル形成-の誘導 ,標識 ･ストリ

ー トファニチ,.ア設置の コン トロール等 を行 うもの と考え るO

(2) 先 に述べた よ うな展開を図 る基礎的認識 として,本計画において示

した主要計画事項 のインデ ックスを次の ように示 してお く｡

-2-



主 要 書十 画 事 項 喜亥当章 .節ペー ジ 備 考

本吉十画の狙 い とす るところ○ 第1妾,1-1,P5-P9｢計画の課題 と日的 ｣

本計画の全体概要○ 第1章,ト 2,Plo-P17

(計画の 目的,手順,枠組,骨子 ) ｢計画の概要 ｣

空間構成指針設定 でのベース となる地区空間 第2章,2-3,P33-P39

の体系化○ ｢シンボル空間形成の

(｢系 ｣,｢圏域 ｣,｢節 ｣とは ) ための基本方針 ｣の(2)｢地区空間の体系化｣

空間構成 にあたつての賃的方針の原則O 第2牽,2-3L3),P40-P41 今後の空間形成 におい

(去 ≡ま工 芸荒 土;二警去孟otの空間樺 ) ｢ シンボル空間形成の ては ここでの方針 に原

ための基本方針 ｣の｢空間構成の賃的方針｣ 則的 に従 うもの とす る.

質的方針 を受けた, シンボル形成 のための具 第2章,2-4,P41-や51 シンボル形成のために

体的方策例○ ｢ シ/ポル化方策 メニ 吐 この節の例 を参考 と

ユーの提案 ｣ する○

標識 .ス トl)- トフ7ニチエ7吾十画のね らい 第3章,3-2,P68-P71

と計画の基本方針. ｢計画のねらいと方針｣

標識 .ス トリー トフ7ニチェア設置にあた つ 第3章,3-3,P72.-P81 標識 ｡ス トr)- トフT

て基準 とすべ き事項○ ｢標識 .ス ト')- トフ -チェア設置者は,こ

(誓 言,V孟宗: '設置要請慶'設置位置') アニチェア設置基準案｣ の節 の基準 に原則的に

及び第 1葦, 1- 2,(2)P13-P17｢計 画の概要 ｣の ｢計画の骨子 ｣ 従 うもの とす る○

本計 画における情報伝達 システム○ #35,3-4,P83-P91 本計画の情報伝達 シス

(警bK}; どこで'何 を伝え'誘導案内を行 う ｢モデルスタディ地区におけ テムは, この節 を参照るサインシステヰの検証｣ すれば明確 となる.

標識 .ストリ-トプアニチェア設置の空間イメージo 第3章,3-5,P92-や108 実施設計 にあたつては,

(≡≡…苦言… 芸等若菜 孟妄窒芝 ) ｢空 間イメージとモデ ここでのモデルデザ イ





第1章 計画の目的と概要
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第1章 計画の目的と概要

1-1 計画の課題と目的

港北ニュータウl/建設事業は,事業認可後町 こ9年経過し,今や新しい街としての骨格

の姿が次掛 こ地区空間に現われつつある.そして,昭和 58年度にはいよいよ張合住宅の

第一次入居が開始される予定で,人々の都市生活が始まろうとしている｡

港北ニュータウL/はその計画理念として,<乱開発の防止>,<都市農業の確立>,

<市民参加のまちづくり>の3つを挙げ,また基本方針として,<録の環境を最大限に保

<ふるさとをしのばせるまちづくり>,<安全なまちづ くり>,

<高い水準のサービスが得られるまちづくり>の4つを挙げ,これまで,これらの理念,

方針に沿い様々な先駆的,怠合的な計画づくりが展開されてきている｡

サイン計画は,こうしたこれまでの街の骨格づくりとしての計画 ･設計作業を受けて,

また目前に迫った新 しい人々の生活に対応させ,いわば物づくりの捻仕上げとして,また

新しい住民を始め,これから本当の意味での立ちづくりの主人公となる主体へまちづくり

を橋渡しするという意味をもつものと位碇付けられる｡

このため,ここではまずサイン計画を策定するにあたってのEl的を港北ニ>-タウン計

画の原点に戻り,またいよいよ展開される人々の都市活動を想定しつつ明確にしておく｡

(1) 港北 ニュ ー タウンの特 性 とサ イ ン計 画の課題

サイン計画の計画課鬼を次のような港北ニュータウンに関わる藷特性と対応させると

蓑 1- 1のように示される｡

I)計画白勺薫斤市街地特性

一般的に,港北地区のような計画的新市街地は,自然発生的に形成された既成市街地

と異なる特性を有しており,サイソ計画においてもこうした特性を踏まえた計画づくり

が必要とされる｡

H)社会状況,生活意識特性

社会状況の変化に伴い,我々の生活忠誠も大きく変質しつつある｡港北ニュータウ./

は昭和 58年度に第一次入居が始まり,多様な都市活動が展開されることになるが,ま

ちとしての成熟期を迎えるのは来るべき 21世紀と考えられ,サイソ計画の立案にあた

っても,今後予想される社会状況,生活意識の変化を先取りした視点が必要である｡

=)港北地区における計画特性

港北ニューダウ-/の計画 ･設計作業は,先に述べた計画の理念,方針に基づき着々と

進められており,地区の空間構造を規定する主要な要粟については,ほぼ明確となIDて

いる｡このため,サイ-/計画立案にあたってもこれまでの計画 ･設計作業を前提とし,

その特性に応じた計画が必要とされる｡



lV)港北地区における事業特性

港北ニュータウンの公EZ]施行区域は,まちづくりの手法として土地区画整理事業が採

用され進められており,またこれまで,計画の理念,方針を実現するため新しい事業実

施上の読みがなされている｡このため,サイン計画立案にあたっても捲北地区の事業上

の鮮性を踏えることが必要である｡



表1-1 港北ニュータウンの特性とサイン計画の計画吉葉短

特 性 計 画 課 喝

i)計画的新市 (D 短期間に大量に流入する人々によって,新た ⑦ 新しい地域社会が れるよう,その上む

術地として な地域社会がつくり出される○ 吐乏LLとして,サイ-/計画が活用できないか.

の 特 性 ② 基盤的な施設の亜偏が十分整っている○ ① 計画の理念,方針のもとに,望しいまちづく

@ 今後の建築物等の整備いかんによって臥 同 りのため進められてきた基盤的整備の考え方を

質的な地区空間が形成される恐れがある○ サイン計画においても受け推ぎ,計画的なまちづくりをさらに推進していく.⑳づ苦言三富慧 苦警三三,i三,1讐 孟宗霊宝 7てられないか○ ｣

ii)社会状況, (∋ 兼任者のもつ生活ニーズは,ますます多様化 ⑦ 多様化,個性化する居住者の生活ニーズに対

生活意義と し,また個性化することが予想される○ 応した装置づくりがサイン計画で考えられない

しての特性 (参 港北ニュータウンにおいてもやがて高齢化社 か.

会を迎えることとなろう○ 吃) 公共的空間における地区住民の諸活動に対応

@ 日常的な生活活動を行う場の領域が自らの私 した装置づくりをサイン計画において行い,住

的空間に止まらず,公共的空間に拡大し,ここ 民相互のコミュニティ意義形成に役立てられな

において活動の場が求められる○ いか○

④ 車社会の進展等により,居住者の行動領域が ⑦ 老人や-ソデイキャップ屑に対するサイン計

更に拡大し,また,多くの来街着が訪れること 画上の配慮が必要とされるo

となろう○ ㊤ 地区住民の生活行動領域の拡大に対応して,1
(参 情報化の進展により,居住者は多様で的確な また来街着の便宜を図るため,地区構造をわか ー

生活情報を得ることをより一層求めることとな ワ易く伝えるサイソシステムが必要とされる.

る｡ ㊥ サイソ計酔 こおいてA LV､技術を用いた情亜伝達手段が取入れられないかo

iii)港北二.I- ① 現況地形を生かした造成が行われているO ⑦ ひとつの計画数念,方針のもとに進められて

･.○高低差がある きた多様な港北地区の計画,設計作業を受け,

両 特 性 ○エプジグリーンの保全 これをサイソ計画において体系化し,今後の地

o自然地形を残した公園 区空間構成に関わる作業の指針を示すことがで

(参 地区の空間構成の要としての公園後遺と体系 きないか○

化された振 吃) 地区空間の多様さとひとつの空間構成理念に

･..○港北地区の骨格としての公園凝道 frかれた統一性の双方を考慮すべきであるo

〇線道系空間において貫かれている自然的 ⑳ 線道糸空間においては,録の環境の質を低下

環境の重視の粍神 させないようむしろ緑の存在をより印象づける

･多様なレクリエーション活動の器 サイン計画が必要であり,またここでのレクリ

(勤 地域で培かわれてきた地域風土資源が保全さ エーシヨソ活動をより快適にすることも考えるo

礼,計画に組込まれている. ㊤ 計画的に保全されている地区の風土資源を地

-○文化財 .姓落 ○神社 .仏岨 o植生 区住民の日常生活に溶け込ませ,まちづくりに

･屋敷林 .金石文 ○小動物 ○水辺 有力な武器として活用していくことをサイン計

〇七富士など 画で考えられ′ないか.

荏) 徹底した歩車分離 ⑳ 地区の日常的生活行動の場及び来街着の動線7
･..○地区の主要施設をきめ細くネットワーク として,歩行者専用道路が重要な役割を果すこ (

する歩行者専用道路 とを重視すべきである○

o演出されている歩行空間 (すみ違い,折 ⑳ 自動車の誘軌 ま,明快な道路の段階構成に応 ;!



特 性 計 画 課 題

iii)#北=>- (9 歩事故合空間の創造 ㊧ 地域社会のまとまりは,概ね計画条件によっ

タウンの計 -○コミ1ニチイ道路 て規定されると考えられる○

画 特 性 ㊥ 明快な道路の段階構成 ㊨ ,ポリユ-ム感があり,重要な景観要素である

･.一〇幹線～コレクタ-道路～区画道路 集合住宅をサイl/計画において,どのように位

(う バラソスのある住区構成 置付けていくか○また典合住宅地の保存緑地の

- ○幹線道路で囲まれたプpyクそれぞれが 保全,活用の方策についても言及する必要があ

共通 した空間構成を有する○ る○

㊥ 分散配置されている集合住宅地と保存緑地の ⑳ 複合的段能を持ち,また大規模なニユ-クウ

組込み 1/であることから,地区の構造をわかり易く伝

-○地区の重要な景観要素と連続的展開o集合住宅地保存緑地と緑道空間の一体性㊥ 充実 したマス トラサービス･..○地区の大半を潔う鉄道駅の徒歩圏O歩行者専用道路とネットワークされたノくスス トップ⑲ 投合的機能を有する大塊椴こユ-タウンである-.○都心機能 (横浜市の副都心としてのタウンセンター)o住機能 ○生産機能 ○レクリエーシヨソ機能○計画区域 1,317ha,計画人口22万人(公団施行区域 ) えるサインシステムが必要とされる○

iv)港北ニュー ① 港北ニュータウノは,その基本理念のひとつ ⑦ 削 ヒニユ-タウンの計画理念の大きな柱のひ7

タウンの串 である"住民参加のまちづ くりuを推進 してい とつであるk住民参加のまちづ くりt'を今後と

薬 特 性 くため,区画整理事業の中で,申し出換地方式 も進めていくために,サイン計画においでも住民

を採用 し,事業実施の当初から住民参加を実現 自身の生活体験のもとに,サインづくりに参加

するとともに一方では計画的なまちづくりを実 していくという視点を重視すべきである｡ Jj

現しようとしている○ ① 今後,多様な主体によるまちづくりが更に展

(む 区画整理事業によるニュータウン開発は,ま 関していくことになるため,これまで進められ

ちとしての基盤は十分整うものの,さらに良好 てきた計醜 念,方針に基づき,今後とも計画

な立ちとしていくためには,上物の形態誘導を 的なまちづ くりが果たされるようサイ-/計画に

始めとして,よりきめ細かな方策が必要とされ おいて,その指針を明かにするとともに,コソ

る｡そこで港北ニユ-クウソでは,住民主体に トp-ルの方策についての提言を試み られない1

よる "街づくり協定 山を締結し,計画的で魅力 か○

あるまちづ くりを実現 しようとしている. ⑳ 長期的なまちづくりであることから,当面す

@ 韓北ニユ-クウソは,計画区域 1,317ha,計 べきことと長期的に対応すべきことを明かにし

画人ロ22万人 (公田施行区域 )の大規模ニユ ておく必要がある○

-タウソであり,また区画整理非業により行わ ㊤ 港北ニユ-タウンはこれまで先駆的な試みを

れていることもあり,まちとして成熟するのに いくつか行ってきていることから,サイソ計画

紘,相当の長期間を要することとなろう｡ においても先駆性,モデル性を発揮していくこ



(2) サ イ ン計 画 の 目的

以上のようなサイン計画の計画課題に基づき,本計画の目的とするところは大きく次

の2点に張約される｡

〔り 地区空間のアイデンティティー創出

港北.=JI-タウンでは,昭和 58年度にいよいよ第一次入居を迎えようとしており,

まちづくりは次のステップに移行しつつある｡

次のステップのまちづ くりの主題は,兼任者を始め,様々な主体によって展開される

まちづ くりに対 して,これまでの計画づ くりの担操を因るとともに,これに血や心を通

わせて,個性あふれたいきいきとしたまちづくりを進めていくことにあると考えられる｡

このため,本サイン計画においては,これまでの地区空間形成の計画づくりをもう一

度横断的に捉え直 し,今後のまちづくりの指針としての地区空間の秩序化 (全体系の構

造化 ),と個性化 (部分系の充実 )の方針を示し,これにより,地区空間に豊かな表情
一一一 -･･一一~-一一一一一一.'-･-~ー~サ~一叫
を与え,わが衝としてのアイデンティティーの創出に寄与 していくことを第一の目的と

するものである｡

lD〕 地区構造をわかり易く伝えるサインシステムの確立

港北ニュータウ./払 1,317ha,計画人口22万人 (公団施行区域 )の大規模ニュ

ータウンであり,目前に迫った第一次入居をスター トとして,今後多彩な都市活動が地

区空間において展開されることとなる｡

このため,本サイン計画においでは,これまでの計画づ くりを受け,これと現実の生

活行動が円滑に対応 した基本方針にある安全で高い水準のサービスが得られるまちづ く

りの実現をさらに推進するため,地区の構造をわかり易く伝え,また誘導するシステム

づ くりを第二の目的とするものである｡



｢

1-2 計画の概要

(1) 計 画 の 枠 組 と 手 順

本サイソ計画は,先の計画の目的を踏まえ,計画の枠組として｢シ./ポル計画｣と｢標

識 ･ス トリー ト77ニチュア計画 ｣の2つに区分 し行うものとする｡

なお,タウソセソクー地区については,検討の対象外としている｡

E) シ ンボル計 画

一般的に -tシンボル "となりうるものは,シンボルタワー,シンボルモニュメントと

いった視覚的に目立つもの,空間として巨大なものから,信仰の対象となる神やイメー

ジを穀縮 した名称といった物として存在しないものまで広範囲に及ぶ｡

本計画で対象とするシ./ポルは,主として空間として捉えられるもので次のような条

件に適合するものと考える.

(∋ 地区空間における空間構成の原則に沿い,その空間としての質をより高めることの

できるもの｡

② 地域社会において,わが衝としての認識を高め,共通意識東成に寄与するもの｡

上記の 2つの条件は,(Dは-ー ド面において,(参はソフト面において,地区空間の7

イデソティティーを高めることに寄与 しうるものと言い換えることができよう｡また(彰

については,無原則にシソポル化を果すのではなく,計画の理念,方針に基づ くある空

間構成の原則に沿ったシンボル化を果し,周辺と一体となったシソポル空間の形成を行

おうとする意図であり,また(参については,地域社会と遊離することなく,住民の共通

の心の支えとして,わが街のシソポルを形成しようとする意図をもつためである｡

こうした規定のもとに,本計画では次のような7プp-チにより,シソポル計画の検

討を行った｡

① シソポル計画は,具体的な地区空間との対応が必要とされるため,港北地区におい

て典型的なバターソを有するモデルスタディ地区を抽出した｡

㊤ モデルスタディ地区において,シンボルとなりうるものの資源を抽出した｡

(参 シンボル資源の分布状況及びこれまでの計画 ･設計作業から,地区空間の体系化を

試み,体系化された空間のカテゴ1)-ごとに,その空間枯成の質的方針,即ち,アイ

デソティティー創出の方針を示した｡

④ この方針のもとに,シソ･iIル資源のシンボル化の方策をメニュー的に提案した｡

ll)標識 .ス トリー ト77二チュア計画

漂誠 .ス トリー ト77ニチュア計巨副も 本計画の目的とする地区空間の7イデ-/ティ

ティーの創出を側面的にサポートするとともに,第二の目的である地区構造をわかり易

く伝えるサインシステムの確立に主として対応する領域である｡

標敢計画は地区住民及び兼街着に対し,地区の構造やEl々 生活情報をわかり易く伝え
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るシテムづくりであり,またス トリー ト77ニチュ7計執 ま,住民の日常生活に対応 し,

その病性化を図るため,公共空間に置かれる道具類の計画を行うものである｡

また,標識 ･ストリー ト71ニチュア計画にあたって,本計画は次のような点を重視

している｡

① 標識 ･ス トリー ト71ニチュアは,重要な環境構成要素のひとつであり,またこれ

らにより空間のシンボル性をより高めることが出来ることから,その配置,デザイン

の方針はシンボル計画における方針を受けるものとするo

② 標誠 ･ストリー ト77･ニチュア計画は,基本的には人々の生活行動のニーズを受け

とめることから出発するものと考えられるため,ニーズ発掘の作業を行う｡

以上のような考え方に沿い,本計画では次のような7プp-チにより,標識 ･ス ト1)

- ト77二チュア計画を検討した｡なお,本計画では,公的な標識について主に取扱っ

ている(ただし,交通規制標識は除いている )｡また,クウ1/七ソクー地区は検討の対

象から除外している｡

① ニ-ズとして必要とされる標識 ･ストリー ト77ニチュ7のエレメl/トを,シンボ

ル計画において用いたモデルスタディ地区を対象に抽出し,これらを既成市街地及び

既計画市街地におけるフィール ドサーベイ及びシンボル計画からの考慮事項から検討

し,標識 ･ストリート71ニチュアの配置,デザインの方針を設定したO

② 基本方針に基づき,公的標識 ･ス トリート77ニチュアを主体に,その設疋基準案

を作成し,同時に先のモデルスタディ地区においてシステムの検証 を行った｡

⑨ 標識 ･ス トリ- トファニチュアの設位拠点について,モデル配EPR計画及びモデルデ

ザインの検討を行った｡

以上のように,本計画では大きく,シンボル計画と標識 ･ス ト1)- ト77ニチュ7計

画の2つに区分し,検討を進めたが,これらは独立した計画領域ではなく,相互に密接

に関連したものであり,特にシンボル計画における方針は,標識 ･ス ト1)-ト71ニチ

ュア計画の与件になるものと位置付けられる｡



(1) 計 画 の 枠 組

計画のEI的 Q

計画の枠組 ⊂〇

計画の対象 ⊂〇

計画の手順 ⊂>

地区空間のアイデンティティーの創出

シ ー/ポ ル計 画

≡

≡

≡

≡

ニ
ソソポル計画

･ ･地区空間における空間構成の原則に

沿い,その空間としての質をより高

めることが出来,また地域社会にお

いて,わが衝としての認識を高め,

共通意識醸成に寄与しうる空間構成

要素及びこれらで坊成される一体的

空間

地 区構 造 をわ か り易 く伝 え

る サ イ ン シ ス テ ム の 確 立

標識,ス トリー ト77ニチ ュ7計画

標識計画

･--立ちの構造や生活の情報をわかり易

く,的確に人々に伝えるエL,メ1/ト

ス ト1)-ト77ニチュ7計画

･･･日常生活行動に対応 し,公共空間に

置かれる道具類



(2) 計 画 の 骨 子

ロ シンボル計画

(∋ 計画の目的と範囲 港北ニユ-タウンの計画理念,方針に基づき,これまで行われてきた各穐

計画 .設計作業を受けて,地区空間にさらに豊かな表情を与え,わが街と

してのアイデンティティーを創出しうるシンボル空間形成のための基本的力

針とシンボル化の方策を示す○

② 計画の対象 地区空間における空間構成の原則に沿い,その空間としての質をより高め

ることが出来,また地域社会において,わが街としての認寂を高め,共通

意識醸成に寄与 しうる空間構成要素及びこれらで構成される一体的空間を

対轟o

⑨ シンボル空間形成にあ シンボル空間の形成は,無原則に行うのではなく,地区空間の特性に応じ

たっての地区空間の体 て,一定の原則をもつものとするoこのため,まず港北ニユ-タウンの地

系化 区空間を次のような3つのカテゴリ-に分疾し体系化する○

i)系

頬似 した空間イメ-.)が地区空間を軸状に連続的に展開し,ひとつの

まとまりのある空間イメージを連続的に認識しうる動線的空間○

系は次の3つにさらに分類されるo

E≡線若 萎 誓 路芸

ii)圏 域

ニュータウン住民の生活行動の広がりに応じて形成される生活領域的

空間○港北ニュータウンにおいては概ね次の7段階の圏域のヒエラル

キーによって構成されると捉えられ,本計画では特に段階④を日常的

圏域として位置付ける○

(∋隣戸単位～㊤街区単位～l④街区プロyク単位l～

㊥住区ブpyク単位～㊥幹線ブロック単位～

㊥駅勢国単位～⑦港北ニュータウン

iii)節

ひとつのまとまりある空間イメ-ジが軸状に展開する空間領域である

(系 )と,住民の日常的な生活行動に対応した空間領域で あ る く圏

域 )が多塩に重なりあうエリアを(節)として位置付け,地区空間坊
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④ 体系化されたカテゴリ

-ごとの空間依庇の質

的方針

系 (禄道糸,幹線歩行者専用道終糸,幹線道路系 ),圏域 (本計画では,

段階③の街区ブロック単位を対象 ),節,それぞれの体系化された空間カ

テゴリーごとの空間構成の質的方針を次のように定め,これに沿ったシン

ボル空間の形成を図るものとする｡

H ER

港北ニュークウソ全体として,系ごとに同質性のある空間構成を囲っ

ていく｡

0線 道 糸

港北ニュータウンの計画理念に沿い,地域に以前から存在する地域風

土資源を計画的に担保してきている空間であり,今後ともニュータウ

ンの計画理念を受け継ぎ地域風土資源を継東していく空間として,そ

の担保と活性化を図るものとする｡

o幹線歩行者専用道路系

緑道糸のこれまで地域が培かってきた自然的,歴史的,文化的空間と

対比し,今後生み出されていく多様な都市活動を受けとめる場として,

これにふさわしい質の高い都市的空間の形成を計画的に回るものとする｡

○幹線道路系

車両交通の主要動線としての円滑性,わか り易さを三股とすることか

ら,挽能性,明解性のある空間構成とする｡

Il)圏 域

おのおのの生括圏の特性に応じた特色のある空間構成を回り,地域社

会としてのまとまり,特徴づけ,個性化を因るべき空間とする｡

‖)節

連続する同質性のある空間としての<系>と個性化された空間として

の<圏域>相互の空間的要論事項を受けとめ,シンボル性をより高め

ていく戦略的拠点として,一層の空間構成上の配慮を行っていくもの

とする｡

(9 シンボル化方策メニュ

ーの提案

<系>,<圏域>,<節>ごとの空間構成の質的方針に基づき,モデルス

タディ地区において抽出したシンボル資源のシンボル化方策メニューを挺 .

案し,今後のまちづ くりのひとつの指針とする｡(第2章第4節を参照 )

□ 標識 ･ス リー ト7ア二チュア計画

① 計画の目的と範囲 目前に迫った第一次入居をスタートとし,今後多様に展開される港北二.1

-タウンにおける生活行動,都市活動を円滑にし,かつ豊かにするため,

地区構造や生活情報をわか り易く伝えるサインシステムの確立及び装置化

を行い,その配臥 デザインの方針を示す○

(参 計画の対象 標識については,次のようなものを対象とし,主として公的なものを取扱

つた○ただ し交通標識については対象外としたo



o誘導系標識

o案内系標識

oその他標識 (ゲー トサイ'/,説明表示,禁止注意表示,位置指定表示)

ス トリー ト77ニチュアについては,主に次のようなものを対象としたo

Oベ ン チ

○ダス トボックス,灰皿

oパーゴラ, シェルター

○電話ボックス

o照 明

㊥ 計画の方針 標識 ･ス ト1)- ト77ニチュア計画の方針は,次の4点である｡

く1> 地区構造のわか り易さの確立

地区の主要動線及び結節点を｢サイン軸 ｣｢サイン拠点 ｣として位

置付け,標識 ･ス トリー ト77ニチュア群の娘中的配置を行う｡

｢サイン軸 ｣,｢サイン拠点 ｣は次のように設定する｡

Oサ イ ン軸T 芸言霊芸.I

幹線歩行者専用道路,緑道

幹 線 道 路

サイン拠点丁 対歩行者‥--･歩行者専用道路広場,七ソ

クー広場,バス停

対自動車--･･-幹線道路交差点

幹線道路ニュータウン入口部

<2> 集約化,簡素化の確立

設促する標識 ･ス トリー ト77ニチュア群は,必要最少限のものと

し,氾濫による混乱を避ける｡また,個々ばらばらに設置するので

はなく,可能な限 り躯約化 し,ユニット化を図 り,乱立を避ける｡

<3> 衝のアイデ/ティティー向上へのサポー ト

シンボル計画の方針を受けた標識 ･ス トリー ト77ニチュ7の配置

デザインによって,シンボル空間形成のサポー トを潰庫的に回って

いく｡また,地区の案内,誘導システムにシンボル資源を有効に活

用すF.

<4> コミュニケーションの広がりを生む装庇づ くり

住民相互の連帯感酸成に寄与する装置づ くりを群棲的に行 う.



@ 標識 ･ス トリ- ト77

ニチュア設置基準

(1) 標識 ･ス トリー ト77ニチュ7設置の基本的事項

1) 設置システムの基本的事項

○対 自動車の案内誘導 メインンステムは幹線道路(サイン軸 )と幹

線道路交差点 (サイン拠点 )における誘導系標識を主体とする｡

また,サブシステムとして,幹線道路,同交差点及びバス停に定点

系標識を設置 し,誘導をサポー トするO コレクター道路との交差部

は標識による誘導を避け,シンボル資源を活用したもの (後述する

ゲー トサイン)を考える｡また,幹線道路から特定施設 (公益施設

等 )-の誘導は原則的に行わない｡

○対歩行者の案内誘導メインシステムは,バス停 (バスベイ及びその

上部歩行者専用道路上 )及び歩行者専用道路広場,それぞれのサイ

ン拠点における案内系標識を主体とする｡また,サブシステムとし

て,対歩行者サイン拠点 (バス停,歩行者専用道路広場 )において

誘導系標識を設置 し,また適宜サイン軸 (幹線歩行者専用道路 )を

中心に定点系標識を設置する｡

緑道においては,ここでのレクリエーション活動をより豊かにする

標識 ･ス トリー ト77ニチュア群を設置する｡

○道路交通標乱 町名地番表示は,既定の設置システムに基づき設置

することを原則とする｡

oニュータウンの導入部,街区プ1,ックの入口郡等においては,ノン

ポル資源等を活用したゲー ト性を持たせたゲー トサインを考え,今

後実現化に向けての誘導を図る｡

o禁止,注意表示及び位置指定表示は,その表示が必要とされる場所

に設置することを原則とする｡

○商業表示 (広告,看板 )については,七,/クー内広場及びバス停に

おいて,予め設置できるスペースを確保しておくoただし宅地内の

広告,看板類の設置については,今後適切なコントp-ル方策を検

討 していくものとする｡

○ス トリー ト77ニチュ7については,対歩行者サイン拠点 (/ミス侍,

歩行者専用道路広場,センター広場 )において,標識煩と一体とな

って集約的に設置するものとする｡

○照明については,幹線道路,幹線歩行者専用道路,緑道において原

則的に設置 し,その他は必要に応 じ設置の検討を行 うものとする｡

2) デザインに関する基本的事項

○標識 ･ス トリー トプアニチュア群のデザインは, シンボル計画にお

いて位置付けた3つの空間カテゴリー (慕,圏域,節 )における空

間形成指針に従 うことを原則とする｡

○サイン軸 (幹線道路,幹線歩行者専用道路 )及び禄道に設置する標

識 ･ス ト1)- トファニチュアは,一部を除きその系ごとにデザィ./

統一を図ることを原則とする｡

o歩行者専用道路広場のサイン拠点に設置するス トリー トファ二チュ

ー 16-



7払 地区ごとの個性を生かした特徴づけを図る｡

o公陶及び宅地内における標故 .ス ト1)- ト77ニチュ7は一部を除

き,それぞれの施設内で トータルデザイン化を図るものとする｡

○サイン拠点において集約してユニット設匿を図る標識 ･ス トリー ト

ファニチュア群は,これらの トータルデザインを図るものとする｡

○幹線道路に設置する交差点名称,方面表示,及び一部を除 く町名地

番表示は既定のデザインで対応するものとする｡

o商業表示(広告,看板 )については,予め用意されるセンター内

広場及び/;ス侍における広告掲示スペースにおいては,広告主の個

性が失われないよう配慮 しつつデザインコントp-'L,を行 うものと

し,その他の広告,看板掛 ま別途デザインコントロールの手法を検

討するものとする｡

o老人や幼児にもわか り易い情報のデザイン化 (ピタトグラム化等 )

を考慮するとともに, -ンディキャップ層に対する伝達手段の配慮

も別途行 うものとするO
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第2章 シンボル計画

2-1 モデルスタデ ィ地区の設定

シンボル計画の立案にあたっては,地区の空間構成及び空間的特性の把握が前程となる

ことから,本調査では次のようなモデルスタディ地区を設定 し,ここでの具体的な検討に

基づいて行うこととした.

モデルスタディ地区は,以下の条件を考慮し設定 したO

① 港北地区の空間構成上典型的なバターンを有すること｡

(参 港北地区における計画構成要素が概ね含まれていること｡

⑨ 住区としてのまとまりを有すること｡

④ 事業進捗が早く,地区の空間構成のアウトライソが把握できることO

(参 詳細な空間構成が把握 しうる規模であること.

以上のような条件を満たすものとして,図211のような区域をモデルスタディ地区

として設定 した｡

図2-1 モデルスタデ ィ地区の位置



設定したモデルスタディ地区は,公田施行区域の第二地区に位思し,幹線道路で囲まれ

た2ブロックの規模で,概ね 2中学校区 (町割案による統合名範囲 )と対応 し,57年度供

用開始区域の大半を含む区域である｡

モデルスタディ地区における主な土地利用は次の通 りである(図2-2)｡

｡駅前センター <へ> (一部 )

｡近隣七ソクー < リ>

○地区 4号公園

｡掠道 4号

｡小学校 4校,中学校 2校

｡躯合運動場 2ヶ所

｡集合住宅地, 14.15.16.17.18プF]ツタ

なお,モデルスタディ地区分析のための前提的条件として,地形コソクー臥 小 ･中学

校区因,町割図(秦 ),主要ネットワーク図等を示 しておく.

(図2-3-2-6)0
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図2-2 モデルスタデ ィ地区における土地利用計画図

巨 ∃ 歩行者専用道路 匪∃商業施設

琶ヨ 公園･緑地 周 その他公益的施設

匡璽∃掠道 E∃ 集合住宅地
図 教軸 設 臣≡ヨ 工場用地



図2-3 モデルスタデ ィ地区における地形 コンター図

∠ ここ;･...ー



図2-4 モデルスタデ ィ地区にお[1る小中学校区図

図2-5 モデルスタデ ィ地区における町割図 (秦 )
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2-2 シンボル資源の抽出

モデルスタディ地区における空間エレメントの中から,次のような要素をもつものに着

日し,シンボル資源を抽出したO

｡自然的資源

o歴史的資源

oこれまでに地域で形成されてきた文化的資源

･景観にアクセソトを与えるもの

o空間としての存在感が大きく,ラソドマークとなるもの

｡日常の生活行動やコミュニティ活動の軸や接点となるもの

上記の要素ごとに,モデルスタディ地区におけるシンボル資源を抽出すれば,蓑 2-1,

図 2- 7のように示される｡

抽出したシンボル賛源をその形成のされ方からみると,大きく次の 2つに区分されるQ

① これまでの港北ニュータウンの計画,設計作業において,計画的に継承されてきた

地区に以前から存在する地域風土資源.

㊤ 郡市的な空間を生み出すために,人工的に創出される資源｡

上記のうち,①については既にシ./ポル資源として地区空間に存在しているものであり,

この存在が削 ヒニュータウンの空間構成上大きな特性を与えている｡今後はこれらの資源

を港北ニュータウンのものとしてシ･/ポル化していくための諸方策が検討されることが必

要である｡一方,②については今彼地区空間にその姿を現わしてくるものであり,今後の

計画,設計作業においてシンボル化という視点からのアプローチが必要とされよう.

いずれに しろ,ここで抽出したものは,将来港北ニュータウンのシンボルとして守 り育

て,また作 り出していく可能性のあるエレメントであり,其のシソポルとしていくために

はシンボル化の過程が重要となる｡



表 2-1 モデルスタデ ィ地区におけるシンボル資源の抽出結果

区 分 シ./ポル資源 内 容

A.自然的,歴 A-1 の 地区4号公園及び牧舎住宅地 177'Pプク一帯の斜面樹林地であるO コナラ,クヌ

史的文化的 探存緑地 辛,サワラ,クリ等を中心とした二次林であり,文化財(A-4)や ビューボイン

資 源 トとなりうる山(A-6-C7),A-6-(1))が含まれるo

=ー 集合住宅地 167'ロブクの中央を南北に耳ぬく斜面樹林地であり,南側は歳道及び地

区4号公園と一体化 した緑の空間を形作っているO港北地区の風土林であるエゴノ

キが多く残されているo

LrLl 地区4号公園の幹線道路 (新横浜 .元石川線 )を挟んだ西側の部分で,池(A-2)

をとり囲むように保存されている南斜面樹林地である.スギ,ヒノキを中心とし,

ど,I-ポイントとなりうる山(A-6-(句)が含まれる○上記叶)とは縁遠を挟んで

-体とした空間として認識されるO

巨) 集合住宅地 147'ロック西側の緑道 4号緑地に接する斜面樹林であり,サワラ,エゴ

ノキ等の二次林及びスギの列椎がみられるo録道からの景観上重要な緑となるO

叶l 張合住宅地18ブロックの東,西,南側をとり閉んでいる斜面樹林地であり,東側に

おいて緑道 5号緑地,西側において幹線道路,横浜 .上麻生線に接するoクヌギ,

サワラ,エゴノ車等が分布 しているo

拘 出光グランド内の保存樹林であり,グランドをとり囲むように存在するO出光グラ

ンドは標高 70,n程度あり,モデルスタディ地区において最も高い地域にあたるこ

とから,四方からの眺めが期待できる○

A-2 地区4号公園には,保存樹林(A-1-(ク))に臣ほ れた浄水池 (約4,000mB)があ

旭 り,タナゴ,ヤンマ等の生息が認められているO三方を保存樹林に囲まれているこ

とから,周辺からの認識性にやや劣るO

A-3 地区4号公園の湧水池(A-2)を主たる水源とするせせらぎが疑道4号緑地に計

せせらぎ 画されている○

A-4 地区4号公園内保存樹林地 (A-1-∽ )の一部に縄文時代と想定される埋蔵文化

文化財 財の存在が確認されている○この地点は標高60m近くあり,地区の主要などユーポ

イントにもなっている○

A-5 地区4号公園内保存樹林(A-1-∽ )に度しで谷部に敷戸の概存家屋が存在するO

集 落 この区域を含み総合公園に至る一帯は,｢港北地区総合緑化計画｣の中で歴史的文

A-6 C7) 地区4号公園内保存樹林(A-1-(ク))内にある小高い丘であり,標高は607nあるo

山,丘 特に地区 4号公園に隣接する禄道方面からのビューポイントになりうるO

また北側に沸水他(A-2)が存在するo

打) 地区4号公園内保存樹林(A-1-C7))内にある小高い丘であり,標高は約 607'L,この

地点に埋蔵文化財を擁しているo幹線道路 (新横浜 .元石川線 )より西側の地区 4

-28-



区 分 シンボル資源 内 容

A,自然的,歴 A-6 ) 牧舎住宅地17ブpプクと地区公園4号の境界の操存樹林(A-1-の )内に位置し,

史的文化的 山,丘 標高は約55,札,17ブロックLR合住宅地及び.東側独立住宅地からのビュー.ポイL/I

賛 涙 になりうる○

(⇒ モデルスタディ地区外であるが,地区内の荏田近隣センター内ベデからのどユ-メ

イソトになる近隣12号公圃内の標高約55mをもつ丘である｡ ~

セントを与える 資 源 a- 1アイストップ e7)荏田近隣,tlソクーのべデ両方向からjJ!合住宅地 15プpブタがアイス トップとなるOり)荏田近隣セソク-のべデ北方向からJR合住宅地 17プpブタがアイス トプブとなるo

㈹ 歩行者専用道路か ら,集合運動場及びその法面が7イス トップとなる.

巨) 録道 5号歳地が 3方向交差する地点であり,典合住宅地 16ブロック及び出光タラ

I/ドの保存樹林(A-1-U),A-1-Ch))と小学校が7イストップとなるC

帥 駅前センタ-く->のベデから,妹合住宅地 187'E,ツタの保存樹林(A-1-帥)

a-2 rT) 躯合住宅地15プpツクが新羽 .荏田線に面するコーナーの長大法面であり,車両に

長大法面 とってスケール感の大きい存在となる○

汁) 集合住宅地167'Pブタが独立住宅地コレクタ-道路に面する長大法面である○

('L'1 張合住宅地17プpプクが歩行者専用道路幹線と接する部分の長大法面である｡

巨) 地区4号公園南側が独立住宅地コレクタ-道路と接する部分の長大法面であるo

帥 出光タラウソドが工場用地コレクタ-道路と接する部分の長大法面であるo

B-3 の 荏田近隣七./クーに隣接する独立住宅地コt,ククー道路の坂道で南東方向に向,,た

巌やかな上 り坂 (約 2串勾配 )○

汁) 中学校と集合運動場に挟まれた歩専道の坂道で,南東方向に向つた比較的急な上 り

坂 道 坂 (約 5序勾配であり,上りきったところに広場をもつo

(勿 躯合住宅地177'1,ツタと小学校に挟まれた歩専道幹線の坂道で西方向に向つた比較

的急な上 り坂 (5-6多勾配 )であり,上りきったところから荏田近隣センタ-と

なる.また,この坂道に沿って17プpブタ典合住宅地の長大法面(a-2-(句)が

ある○

巨) iR-合住宅地18プpブタと出光グラウンドに挟まれた歩専道の坂道で東方向に向つた

上り坂であり,一路急勾配 (7-8¢)の箇所がみ られる｡またこの坂道に沿って

187rP.,ク躯合住宅地の長大法面 (a-2-帥 )がある.

帥 地区公園4号と一体となった緑道に接する独立住宅地のコL,ククー道路の坂道で西

▲■--



区 分 内 容

a.条板に7ク 8-4 モデルスタディ地区をとりEEむ幹線道路 (中山 .北山田乱 新羽 .荏田繰,横浜 .

七ソトを与 街 路 樹 上麻生線 )と中央を南北に横切る幹線道路(新横浜.元石川線)沿い両側には 6- 7

え る栗 源 m毎に街路樹が整備される○新横浜 .元石川線は中央分離帯が稚叔される｡

C.空間の存在 C-1 モデ′レスタディ地区においては,合計 12の橋梁が旗ね200-500,九間隔で整備

感が強くラ 橋 梁 され,その大半が歩専道もしくは疑道の橋梁であるoなお楕姿の検討方針について

ソドマーク軒涙となる は,｢港北地区橋梁計画設計｣において既に示されている○

C-2 JR合住宅地15ブ.]ブタに接するコレクター道路と新羽 .荏田線が交差する/ミスベイ

長 大 擁 壁 周辺が高さ8′托程度の長大擁壁となる○

C-3 疑道 5号緑地と新羽 .荏EEl線及び中山 .北山田線が交差する部分で2箇所 ト./ネル

ト /ネ ル となっており,禄道が幹線道路を7./ダ-する形である○

C-4 地区を南北に横切る新拭浜 .元石川線の中央分離帯にほぼ 250,,8聞隔で高さ70Tn

芯 EE鉄 塔 の高EE鉄塔が配比される.

C-5 モデルスタディ地区の南端から約 30rO,,L外の新横浜.元石川線沿いにごみ焼却場が

焼却場煙炎 計画されており,ここの度炎はモデルスタディ地区内は勿論のこと周辺からその存

在感が広く認められる.

C-6 JA合住宅の住嫌はボリューム感があり,また達成 した存在感を認識させる.モデル

張 合 住 宅 スタディ地区には5プロプクの集合住宅地が計画されており,一部のプT)プクでは

地 住 棟 既に建設が進められている｡また多くの場合は集合住宅地の保存樹林と一体となつ

た空間構成をもっこととなる｡

D.日常の生活 D-1 モデルスタディ地区の中丸 gr横浜 .元石JII線に挟まれて地区4号公園が存在する○

行動やコミ 地 区 整備計画によれば,ほぼ現況地形を生かした自然的環境の空間構成がなされ,園路

ユニティ活動 4号 公 園 が公園内を巡ってお り一部に沸水泡(A-2),運動広場 (約 7.000m2)をもつ○

の軸や凄点 このため,ここでの L,クリエ- シヲ./活動は自然体験型的なものが主となることと

となる姿源 なろう○また地区4号公園は保存樹林を主とする豊かな録の空間をもち,また地形

的にも全体として小高い丘であることから,先のランドマーク的姿源としての性格

も併わせ持つ○

D-2 コレクター道路に組まれた独立住宅地の住区ごとに児童公園が計画されてお り,多

児 童 公 園 くの場合コミAニチイ道路に接 している○整備計酎 こよれば.幼児 .児丑の遊び,

利用のし易さに亜点を旺いた設計となっているo

D-3 モデルスタディ地区には,綴道4号及び5号疑地が計画されてお り,地区4号公園,

疑 道 JR合住宅地の保存樹林と一体となった録の空間が形成されるo特に地区4号公館か

ら北に伸びる緑道4号撮地は総合公園 (モデルスタディ地区にはぽ隣接 )に至るル

-トとして,これとの関わ りが生 じてこよう0線道は主として,レクリエ-シ//



区 分 内 容

D.日常の生活 D-4 幹線道路と直交する形で,地区内の許施設を格子状にネプトワ-クしているO交差

行動やコミ 歩行者専用 部においては多くの場合広場が形成され,また独立住宅地内においては歩串共存空

ユニティ活動 道 路 間としての コミユニティ道路となる｡歩行者専用道格は主として,通軌 通学 -A

の軸や接点となる資源 及 び 広 場 物などのEI的塾動線として機能される.

D- 5 ほぼ幹後退路に囲まれた7-ロブクに中学校 1払 小学校 2校,幼稚園2閑が計画さ

小学校,中学 れており,幼児,児蓋,生徒の活動の場として,また施設の地域開放に伴うコミユ

按,幼稚園 ニチイ活動の場として利用される. 多くの場合歩行者専用道路沿いに計画されている.

D-6 中学校 1校,小学校 2校に 1箇所の割合で計画されており,教育施設としての体育,

集合迎動場 スポ-ツの活動の場及び,地域開放による中学校区圏域住民を対象とした日常型ス

メ-ツL'クリエ-シヲL/活動の場として利用される○

D-7 地区4号公国の北側に計画されてお り,近辞性商業施設,近隣対応公益施設等が豊

近隣センタ-くリ> 倫されることにより,当センタ-徒歩圏における都市的活動の核として僚能する.

D-8 モデルスタディ地区には,駅前セ/メ-<->の一部が含まれてお り,駅勢圏に対

駅前センタ-<-> 応した区域における都市的活動の核として機能する○



図 2-7 モデルスタデ ィ地区におけるシンボル資源の抽出

留 歩行者専用道路 ･広場 〉))〉 坂 道

⊂ > 橋 梁 ..- 長大法面

t′~､l トンネル - 長大擁堂-ヽ■■

日日Il11日 コミュニテ ィ道路 一一 アイス トノブ

･･･････荷緒樹
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[Ⅲ ]小学校 -縛 校 ･幼- 喜 保存樹林

集合運動場 ■■■ 池 ･せせ らぎ
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2-3 シンボル空間形成のための基本方針

港北ニュータウンにおけるシンボル形成にあたっては,前節で抽出したシンボル資源の

分布特性を踏え,またこれまでの進められてきた港北ニュータウ1/に関わる計画 ･設計作

業の諸方針などから,まずモデルスタディ地区の空間構造の体系化を試み,このカテゴリ

ーごとの空間構成の質的方針,目標を定め,これに沿ったシー/ポル空間の形成を果 してい

くものとするo

これは,シ/ボル資源個々ばらばらに無原則にシンボル化を果 していくのではなく,体

系化された空間カテゴリーの方針に沿ったシソポル資源の ンソポル化を回り,ニュータウ

ソ全体としての空間のまとまり,個性化の法則を保ちつつ個々のシンボル資源のもつ特性

をより一層引き出し,効果的なシンボル空間の形成を図っていこうとするものである｡

(1) シ ンボ ル 資 源 の 分 布 特 性

前節で抽出されたシンボル資源の分布特性をみると,次のような点が指摘される.

① 緑道沿いの空間には,これまで古くから地域で培かわれてきた地域風土資源の多く

が分布 し,地域が元来から有する自然的,歴史的,文化的空間としての一体性と総合

性を有 しているoまた,特に緑道の地区 4号公園及び柴合住宅地保存樹林を含む一帯

の空間には多様な地域風土資源を有しているC

② 歩行者専用道路の幹線沿いには,これから形成される都市的空間を構成しうる多く

の資源を持ち,都市的空間としての一体性及び連続性を有しているO

⑨ 幹線道路沿いには,上記の2つと比べシンボル資源はあまり見るべきものはなく,

また同一資源のくり返しが特徴的である(橋梁,街路樹など)

④ 独立住宅地内におけるシンボル資掛まあまり見られず,また,資源そのもののもつ

間辺空間への影響も大きくなく,ほぼ任区内のまとまりの中で捉えられるものであるO

(2)地 区 空 間 の 体 系 化

シ./ポル資源の分布特性,地区の空間条件から,モデルスタディ地区を,ニ>-タウ

ン全体としての空間のまとまりを持つべき空間領域としての<系>と,個性化を図るべ

き空間債域としての<圏域>と,双方の空間的要請を受け,シンボル性を一層高めるべ

き空間領域としてのく節>の 3つにカテjpライズする｡

1)く系>,く圏域>,く節>の考え方

I)く系>

類似した空間イメージが地区空間を軸状に連続的に展開されて,ひとつのまとまりの

ある空間イメージを連続的に認識しうる動線的空間｡

モf'L,̂タディ地区においては,次のような3つの系によって構成されていると解釈される｡
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慕 構成される空間の質的イメージ 主 に関 連す る空 間構 成 要 素

(》 禄 道 糸 静 的 空 間 線道,地区 4号公園,保存樹林,水辺地 (池,せせ

情 緒 的 空 間 らぎ ),LR落,屋敷林,文化財,*神社,*仏閣,

*金右文

◎ 幹線歩行者専 動 的 空 間 歩行者専用道路及び広場,張合住宅,独立住宅,令

用道路系 種公益的施設 (小 .中 .高校,LJ吉舎運動場など),

近隣センターくリ>,駅前七/クー<->

@ 幹 線道 路 系 戯 能 的 空 間 幹線道路,橋梁,/<スベイ,商EE鉄塔,沿道利用施

(*印払 モデルスタディ地区には存在しないが資源として補足してあるC)

lI)<圏域>

上記のいわば軸的,動線的な空間構造のカテゴリーとともに,地区住民の生活行動領

域と対応した面的な広がりをもつ空間構造が存在すると捉えられる｡

港北ニュータウ./においては,そのマスタープラソ及び生活圏構成に関わる既往計画

事項から判断して,図2-8のような圏域のヒエラルキーによって構成されると考えら

れる｡

また,このヒエラルキーごとに想定される住民のアクティt='ティを整理すれば表 2-

2のように示される｡

なお,モデルスタディ地区は,段階(勤の幹線道路ブロック単位までで構成されている

が,ニュータウン全体としては,さらに段階@,段階径)が存在すると考えられる｡

この中にあって,段階(参の街区プpブタ単位は,既に基碁整備として日常的なまとま

りを持つよう計画されてお り,また将来の町制単位とほぼ一致することから,本計画で

は,この段階(参を<圏域>として位荘付けるものとする｡

図 2-8 港北ニュータウンにおける生活圏域のヒエラルキー

港北ニa _タウン 段階⑦

(公EZl施行区域 ) 駅勢国単位 段階⑥

幹線道路プロ,ク単位 段階⑤

住区ブロック単位 段階④

街区ブロック単位 段階㊥

街区単位 段階㊥

F モチルス′ヂィ地区の唯田
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表 2-2 圏 域 の ヒエ ラ ル キ ー と想 定 され る住 民 の ア クテ ィ ビテ ィ (その1)

括北ニユ-タウソにおける生活圏 域の ヒエ ラルキー 空 間 構 造 上 の 特 徴 と 出 現 す る 施 設 想定される地域住民

(∋ 隣戸単位 _●●●●J や1 6m区画道路が介在し,宅地 レベルが道路よ 家族の全てが麟なじみとな り,

両隣 り(6戸程度 ) 9 g_...- り恥 鰍 ､るところが多いo● 家族 ぐるみのつきあいが生ま公的なアクティビティの接点となるo

●● ●● ●'_.● 区画道路,住も 庭,内旋 ･幼児の遊び .主婦の立ち話･おすそ分け .道路の枯掃一一一一一一一一-.■ー叩 ･困 った時の手助け

(む 街区単位 区画道路をはさ並び(20-30戸) ● l区画道路,顔,家並み,電樹 町内会の下部組織としての斑,ないしは鼠の単位と考えられ概ねの家族が識別できる範囲であり,地縁的社会集団の般小単位ともいえようO･回覧板をまわす･ごみ捨ての単位･子供同士の遊び (家に訪れる )○

(釘 街 区ブロック単位 09TTLコレクター道路で囲まれた独立住宅の範閉o牡合住宅地の1街区(250-400戸) o独立住宅地については,幹線道路にぶらさがる形で 9,nコレクター道路が外周を囲んでいるoまたブロックの中央をコミュニティ道路が即 ､ており,これ沿いに児童公園が存在 してV.､る｡街区プp ツクそれぞれは.幹線道路もしくは他の土地利用が介在 し,空間的に分けられているoE,矩合住宅地は開田を幹線及びコレクタ-道路,もしくは緑道,歩専道によって納まれ,町内会,自治会の単位となり,コミュニティ活動の投小単位となる○町内会,自治会をベースとした諸活動が展糾されるO･子供会 .お祭 り .同好会●サークル .火の用心 .敬老会･防災組織 .街灯の管理･旅行 .会食 .お葬式 .チ供同士の遊び (児証公園 )
比較的小規掛 こ分散 しているoまた,切土

上にある場合が多く,録道と連続 した保存 ･/{ス停までの徒歩
コミaニチイ道臥 コレクタ-道乳 児東公 樹林を抱えているo ･犬の散歩



乗2-2 圏域 の ヒエ ラル キ - と想 定 され る住 民 のア クテ ィ ビテ ィ (そ の2)

港北ニユ-タウ./における 空 rEiJ構 造 上 の 特 徴 と 山 塊 す る 施 設 愁足される地域住民

④ 街 区 ･幹線辺粍ブp 0線述幹線がプp ツクを械軌.り,これ沿いに 小学校区の畔位となり,PTA
プpブタ単位 ツタを2分し . i.. 't､ 近隣公剛 稲 在する○また禄道は多くの場 苛を適したつきあいが生じる

た埠位･小学校区とほぼ対応(2.000戸) ･● 合ブロックの境界瓢に位hviしている○ 那,コミ>ニチイ括勤として

翁､.tl'.',' く r-A,:ーヾ一 .室.,S o誓葦欝 喜空重喜喜慧望≡ のJji位には,なりにくい〇･PTA .日用品の買物･子供同士の遊びの領域･林道を放少する･小学校への凪学･かかりつけの医者に通う

r

･遣 , 芳 ;/- 粗 相 締 着朋 猟 歩行者専用道

l路楓 小鞄 近隣公乱 _般医診断 書

@ 幹 線道 路ブロック単位 ･幹線逝路で凶まれた概uLl･ほぼ中学校区 =j駅 .A- '' 3.I..iiL I .i.-./y∴ ;-､I. l O芸議 品;○トされた棚 - ブpブタ il!合町内会の中位となり,コミュニティ活動としての最大
頂,LJ J/ 0警 軸 が地区の中如 捌 け ることが多 lri位となろう〇･迎A町内Aの各種イべL/ト

及び統合町と対応(JI,000戸 ) ' 掻 .儀 一 FLr, ○蔓琵=L…軍等警蓋憲 言季言孟芸芸警 亡1 7ゞ l(迎動会,日曜画家展等 )･行政との′くイブ･政治活動･ちJ=つとしたn回り品の111狗 (-t=./タ- )･中学校生徒の友だちつきあい,遊び･柵店術の各唖催し

ain幹線.ネットワークされた非行者i!7-用道路,セソ

.-､__.____j



表 2-2 圏 域 の ヒエ ラ ル キ ー と想 定 され る住 民 の ア クテ ィ ビテ ィ くその3)

港北ニユ-タウンにおける生活圏域の ヒエラルキー 空 間 桃 進 上 の 特 徴 と 出 現 す る 施 設 想定される地域住民

(む 駅 勢 圏 公 団 施 行区 域 を6分 割(18g,ZZpIF=) 都市としての諸機能が満たさ礼,住宅地としての日常的諸活動とともに,昼間の郡市活動が展開されるo

3RN .､恵 三ql-轍 繭 '. 駅前広軌 ,'スター - ル ･家族で食事

i.: r 義 軍J7---- ●.:.:_ 〟 .' 地区公臥 専門医診療所, ･FI宅前に一杯

潤 一-ど . た 喜 慧 輸 .., 霊監設冨Tri.lZTJ苦芸慧ある ･銀行の営業活動

a ...... ,,t鍔 Jp'三 三瀞 ㌻ 商業施設'飲食店街

⑦ 港 北ニュータウン 公 団 施 行区 域 全 体(220,000人) 0線道が地区の空間構成の要として,第 1地区,第 2地区のほぼ中央 を刃ミ西に坊斬 しているoo第 1地区,第 2地区にまたがり計(破折市の副都心 ) 杭浜市における行政区 L,ベルの都市活動が多様に展開され,特'こタウンセンター,総令公聞及び緑道 においては,ニュータウン外から多くの人々が訪れるo

, 賢.､ .ゴ1.JtkL-≡ 芸も -=∠- -LV ･映画観茶 .レストランで食事

還 泡 ,:=惑 L/ 讐重苦等宣託 .志貨/ ･弁当をもってノ-fキング(総合公開,緑迫)(タウンセンタ-)



三富36E=;::=====ここ二 二T二 二二二_I -二 二 二 = 二 二 二 二二二:コ

川)く節>

ここでは,ひとつのまとまりのある空間イメージが軸状に展開する空間領域であ

るく系>と,住民の日常的な生活行動に対応した空間領域である<圏域>が多種に重な

り合うェ1)アを<節>として位ta付け,地区の空間構成上の節目としての役割を担 うも

のとする｡

2)モデルスタディ地区における空間の体系化

以上の<系>,<圏域>,<節>の3つのカテゴリーで,モデルスタディ地区の空間

を体系化すれば,概ね図2-9のように示される｡

l)<#>

｡く禄道糸>

疑道4号及び5号緑地を軸として,地区4号公園及び既存集落.屋敷林を含み,ま

た一存道に接する独立住宅地,小 ･中学校等の公益的施設用地の緑道に面する部分も

取込んだ軸状のエ リアを設定する｡

oく幹線歩行者専用道終糸>

歩行者専用道路 10号線, 11号線, 12号線を軸に近隣It=ソクー<t)>,駅前セソ

クー<->を含み,また,幹線歩行者専用道路に沿った1宅地分の独立住宅地,及び

幹線歩行者専用道路に面する部分のJJs合住宅地,小 ･中学校等の公益的施設用地を取

込 んだ軸状のエリアを設定する｡

｡<幹線道路系>

モデルスタディ地区の周囲をとり閏む都市計画道路,新羽 ･荏田線,中山 ･北山田

線,横浜 ･上麻生線及び地区の中央を南北に旋断する新横浜 ･元石)11線を軸に,沿道

沿いのアパート･マンショソ等地区を含み,また幹線道路に面する部分のLR合住宅地,

公益的施設用地を取込んだ軸状のエリアを設定する｡

ll)<圏域>

先に述べたように,港北ニュータウ/においで想定される生活圏域のヒエラルキーの

うち,段階③の街区ブ.,ック単位が日常的な生活圏のまとまりとして,物理的かつ社会

的に尊いと考えられるため,モデルスタディ地区においても,これをもって<圏域>と

位置づける｡具体的には, 15,16,17:18ブロックの集合住宅地おのおの及び,コ

レクター道路で囲まれた独立住宅地のひとかたまりをそれぞれ<圏域>とする｡

‖)く節>

概ね次のようなエt)7を位置づける｡

(∋ 集合住宅地 14.16,17.18プp プク内保存緑地

(多 近隣セソクーくり>広場

@ 緑道 5号緑地と歩専道, 11号線交差部の広場

(む /;スス トップ周辺



図219 モデルスタディ地区におけるシンボル空間形成のための地区空間の体系化



L二二二 ､二二一..__二二 _㌔_∴ 一一.~二二..

(3)空 間 構 成 の 質 的 方 針

く系>,く圏域>,く節>の3つのカテゴリーそれぞれにおけるシソポル形成にあた

っての空間構成の質的方針を次のように考える｡

カテゴリー シンボル形成にあたつての空間構成の質的方針

く系> 削 ヒ二ユ-クウ1/全体として,系ごとに同JZEi性のある空間構成を囲ってい

く○

[コ 緑 道 糸

港北ニユ-タウンの計画理念に沿い,地域に以前から存在する地域風

土賢源を計画的に担保してきている空間であり,今後とも未来永劫ニュー

タウンの計画理念を受け継ぎ地域風土資源を継承していく空間として,

その担保と活性化を図るものとする○

[コ 幹線歩行者専用道路系

緑道系のこれまで地域が培かつてきた自然的,歴史的,文化的空間と

対比し,今後生み出されていく多様な郡市活動を受けとめる場として,

これにふさわしい質の高い都市的空間の形成を計画的に回るものとする○

[コ 幹 線 道 路 系

車両交通の主要動線としての円滑性,わかり易さを主眼とすることか

ら,操舵蛙,明解性のある空間構成とする○

く圏域> おのおのの生活圏の特性に応じた特色のある空間構成を図り,地域社会

としての,まとまり,特徴づけ,個性化を回るべき空間とする.

<節> 同質性のある空間としての<系>と個性化された空間としての<圏域>

相互の空間的襲箔事項を受けとめ, シンボル性をより高めていく戦略的

-40-



シンボル空間形成のための地区空間の体系化とその指事十

莞顎⊇⊂二二:コ
<系>(録道,幹線歩行者専用道路,幹線道

路沿い )

全体系としての同質的空間

く圏域>(生活圏のヒエラルキー構成 )

部分系の個性化空間

全体系と部分系が融合 したシソポル

形成のための戦略的拠点

以上のようなモデルスタディ地区におけるソソポル空間形成のための地区空間構造の認

識は,モデルスタディ地区のみならず,港北ニュータウン全域においでもほぼ認識されう

るものと考えられ,今後のシンボル空間形成の具体的検討にあたっての基本的指針になり

うるものと位位付けられる｡

2-4 シンボル化方策メニューの提案

前節までは,モデルスタディ地区におけるシンボル資源の抽出及び空間構造の体系化と

これによる空間カテゴリーごとの空間構成指針について述べてきた｡

ここでは,これまでの基本的方針を受け,モデルスタディ地区におけるシンボル資源を

中心とするシンボル化の方策を,メニュー的に示すこととする｡

なお,ここでの方策メニューはあくまでも提案であり,今後の地区整備に関わる計画 ･

設計作業並びにソフトなしくみづくり等を行ううえで,シンボル形成という視点からみた,

ひとつの方向を示 したものである｡



襲2-3 ノ ン ポ ル 化 方 策 メ ニ ュ ー の 提 案

空間梢進のカテゴリー の 質 的 方 針 と その 熱 性 シ ン ボ ル 資 源 シ ン ボ ル 化 の 方 策 ノ ニ > -

系 綴 道 系 港北ニユ-タウンの計向理想 ･緑逝 4号,5号緑地 地区4号公聞及び録逝 4号, 5号緑地については,既に計軌 設計作薬が完了し,これ

に沿い,地域に以前から存在 ･地区 4号公国 に沿った整備が進められているが,今後さらに次のようなシソポル化のための方熊が必

ヽ クbr (望,莞三,ト文化M ,) 安とされよう○担保してきてレる工間であり,今後とも,ニ>-タウ./の別ー 〇線道糸に耐する建築物の形態の配収と宅地内の線化

画理念を受け細ぎ,地域風土 ♭原則的には,疑道及び地区 4号公開の緑の空間を康先し,これと的和する姓薬物の

焚源を縦旅していく空間とし 高さ,位位とするo (ただし,後述する<節>においては右点の空間と都市空間との

て,その担保と活性化を回る○ 共存を適宜図るものとする.)

⊂==コ p建築物が盟める勘合はその色彩の工夫 と統一及び騒乱 形状の工夫を行い,板辺系
空li1]の即を現わないよう配慮する○

[二二二二コ LD緑氾系として位hyl付けられた線逝沿いの宅地については,縁辺に両する部分の緑化

⊂二二二コ⊂:=:コ を収大限行い,穀の空間としての速成性を確保するo

てこ7 o地域夙土塀境を高め,活性化する装旺づくり
>樹木,群花,小動物,文化財等の脱明サイ./の矧tyi

"みどり汁空間のffを砧め, C,"ふるさとの道 】としてのルー ト案内サイ./設旺

D.照明,ベンチ,パーゴラ等の設位

方策の検肘 C,上記の紫材及びデザイ/の緑jiI系空ILSは の調和と統一

C,眺giポイt/トにおける休憩施設の設hyl

D.,(- ドウオッチング施設の整Oilli

○地域性氏の -̂-通芯乱 ふるさと忍m椴成-のサボ- ト

C,疑辺及び地区 4号公LLg(及び公園内,旭,山1.7,)の親 しみ易いネーミング

- 綴iEtについては,ル- トごと(擬道4号,林道5号 )にネーミングすることが

朝生しい -

D地域t.E民による仙樹の批進 (額を守 り育てる心の共通意識の荊掬 )

- 例えば,入伊,I.してきた人に記念他樹を必らずしてもらう.また児童による柿餅

=由



カテゴリー シンボル空F.'=り形成にあた,,てのf{的 方 針 とそ の 離 趨 シ l/ ポ ル 幹 軒 シ ン ボ ル 化 の 方 耗 ノ ニ ユ

(系)(疑道糸 ) >小動物,昆虫,魚煩等の守成

♭維持,管理の住民参加

○掛逝系空間を活用したイペソトの'ji施

♭お 祭 り

- 緑道を山中が練 り巡る.縁日のili瓜 地区4号公園迎動広場での盆mlり守 -

>マラソン大会, )ヨギ ./グ大会 (港池 ニ.l一夕ウソ一周 )

C>植 樹 祭

- 第一次入居記念轍例祭,鉄芯l刈通記念柵例祭等 -

C>写生大会,投影会

>,i- ドウオッチ ング大会

O綴道糸空間の維持向上のためのコントp-′レ

>商業用広告,看板類の禁止

>操道糸における宅地内掠化の経巡のための協定づくり

C,緑道糸における建築物形態.%革のための協定づくり

媒落,良 敗 林 ○将来にわたり,その形悠保存を囲っていく

○保存のためのしくみづくり

- ta;-浜市緑地保存特別対箭丁作業の適IT1-



カテゴリー の Ti的 方 針 とそ の 離 過 シ l/ ポ ル 緊 源 シ ソ Ji-: ル 化 の 方 策 ノ ニ ユ

慕 幹線歩行者専用道 禄道糸のこれまで地域が倍か 幹線歩行者専用道格と広幼 幹線歩行者専用道路と広ま釧こついては,既に計画殻計作業が概ね完了し,これに沿った盤鵬が､長め ゝ ､ が '土: '､trT

路系 つてきたEI然的,歴史的,文化的空lilIと対比 し,今後生み (Tイ禁トツmf) Jq)進 bれてVる ,今後さらに次のよフ工/ソホル化のための方策が必輩とされよう.出されていく多様な郡市活動 O郡市活動の活発化,円滑化をサポー トするミ掛Elづくり

を受けとめる助として,これ C,hfJ-装材,色彩,樹桃のル- トBrJ統一によるルー ト性の強調

にふさわしいflのWlい-郡市的 - 歩呼道 10号, ュl号, 12号ごと-

空間の形成を計内的に回るも >標殆頬の集約化 (情報軸化 )

のとする. >ス トリー ト77ニチエ7,照JyJの設ーJYl

⊂==コ[二二二:コ >標識,ス トl)- ト77ニチエ7,照明のデザイン統一t,住民の余暇活動をサポー トする弓削EEづくり

⊂:二二二コ ○幹線歩行者専用道路沿い建築物糾 こよる7-.くニチイの昂船

[二二二二コ ♭非行者専用道路側に建物の77,-サ-ドを見せる(正面性を持たせる)

て こ 7 (明るさ,華かさのあるカラー紫材の工夫 )

にぎわい,.仰市らしさ,衷桁 C>宅地境界等-の植叔(四季を通じて花のある逝 )

の比かさを持つTIの拭い界隈 C>7イス トップにあたる拙攻.物のデザイン配虻

空間形成のためのgE,方茶の検討 ○にぎわいを生むイベントの突施>朝市,野菜蔽うlLi切,/{ザールのl朋7呈- 日賦大工展,防災展,EIWllz軸'#IjA,牡非の街並み展,植木品評会等 -O幹線歩行者専用道絡,広坊のネ-=ソグ- 幹線歩行者専用道路については,ルートごとにネーミングすることが望しい -O幹線渉行者専用道路沿いの姓薬物の形儲併称手法づ くり♭幹線歩行者専用道終糸l払位による粗菓協定地区計画づくり



カテゴリー の 質 的 方 針 と その 課 題 シ ン ボ ル 資 源 シ ン ボ ル 化 の 方 策 メ ニ ユ

(,A) 幹線歩行 近 隣 セ ンタ- < 1)> センタ-地区においては,魅力ある七L/メ-づくりを目指して｢術づくり協定 ｣による
老専用道 駅 前 セ ンタ - く- > 施設整備が進められつつある○

路系 今後は,この｢街づくり協定 ｣を更に推進するとともに,次のような方策を展F凋し,秤

線歩行者専用道路系の核的空間としていくo

○ス ト1}-ト77ニチェア,照明等の設芯による7-/{ニチイの昂揚

- 商店街独自のデザイ1/を持つ照明灯の設位 -

○シ./ポルカラ-の選定と,これによる色彩統一

○広告,看板類のデザインコントF,-ル

公 益 的 施 設 幹線歩行者専用道路系に位在付けられた公益的施設は一都市活動の受け皿として,また

空間としての存在感が大きく,形態のコソトp-ルが比較的可能であることから,都市

的空間形成において延重な役割をもつ○

このため,次のような方策により,幹線歩行者専用道路系における空間形成の先苛役を

果していくo

o周辺の国境と調和したデザインの工夫

(負,素材,形態の工夫 )

o歩行老中用道路側への正面性確保

♭ファサー ドの工夫

-JJ
r,

-
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空間構造のカテ ゴ リー の J'Pf的 方 針 と そ の秋 雌 シ ン ボ ル 化 の 方 策 ノ .= ユ -

系 # & 坤両交通の主要動線としての 橋 梁 橋架については,ほぼ計晩 設計作美が完了し,これにあらづいた整備が喋に進められつ

道 路 系 円附性,わかり易さを主眼とl つあるが,今後さらに次のような-- ド面での方熊が必要とされる○

するーとかb機能性,iFI解性のある空間構成とする○ ○柄架を括用した,串両済邸の円耐化

⊂==コ ♭ルー トごとの色彩統一

⊂二二二コ⊂==コ ♭主要施設(七./クーqJ)蒔入部におけるゲー ト性の確保
♭橋梁を活用 した交通表示,カ両表示,定点表示の徽1荘

[二二二二コ ○擬道糸,幹線歩行者特用迅終糸.シソポル化へのサポート

下 こ 7 C,較iEL系,幹線歩行者特用氾純系上にある楠牡はこれからの空間の更新を受け,アク

セントをつける｡

梯逝系,幹線歩行者布川弧絡 - 地区 4号公園を結ぶW6梁等 -

系と校へ,./ノボル空間形成としての重要掛 ま劣るものの

ラソrマーク性,速成性を活用 した視点でのシンボル形成の防方策を検討する. (特に綴道糸,幹線少行者特用道路系上の摘発 )

街 路 樹 O的払拭を活用したLli両詐称の円筋化

中央 分 離 子持他 栽 ♭粥路蛸樹種のルー トごとの統一

C,コレクター道路交遊刑におけるシンポ/L,ツリー化

Ojiと軌阻朽嬰索のシソポルへの変身

ごみ 焼却 朋 煙 突 t>-)モ大擁壁の活用



カテゴリー シンボル空li=11形成にあたつての 質 的 方 針 とそ の瓢 趨 シ L/ ポ ル 黙 軒 シ 1/ ポ ル 化 の 方 術 }-ニ ス -

圏 域 おのおのの生活闇の特性に応 <独立住宅地> コミ1こティ逝路 独立住宅地については,掛 こ｢術づ くり協定(莱 )｣が作成され,望しい住宅地用墳形

じた特色のある空r;_り榊成を囲 戊の動きが始ま.'ているo今後はさらにシソポル軒源を活用し,個性ある都市空rJJtの形

り,地域社会としてのまとまり,特徴づけ,個性化を周る 戊を囲っていくo

べき空間とするE, コミlニティ道路は一体的な日'W,'生活圏を形成しうる街区ブロックの中央をffいている

⊂==::コ (渉細井 存空rli] ことから,街区プロツク恥位におけるコミlニチ イづくりにとって重要な役割を粂すと

[二二二二コ 考えられるo

[二二二二コ[二二二::コ ○術区の特色を出すための椎軌と舗装

て こ 7 Oコミlニチイ道路側に正面性のある住宅の配臥 設計と77サ-ドのデザイソ配叔- プp ツクごとに統一されたデザインエレメソトをもつことが望しい -

き地区住民の主体性,独自性に2.』づいたシンボル形成の方 Oコミaニチイ道路側の宅地内緑化の推進

熊を検討する○ 0私的空間鎖域と公的空間qt域相互のにじみ出し,軌 8.0コミ1ニティ道路表示の放任(ビクトグラムが望ましい )ネーミングについては可能な限り,住民にまかせることで考える.oql区プロプクごとに特色のあるネ-ミソ〆0コミュニティ道路側に面する宅地における辿築デザィ./,尉 ヒのコ./トロール○コミユニティ道路内植親の街区プpツク佳L引こよる光岡管理

I
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空間構造のカテゴリー シンボル空間形成にあたつての 質 的 方 針 と そ の課題 シ ./ ポ Jル 化 の 方 策 メ ニ ユ

(圏 域) 児 童 公 園 児童公園については,可能な限 り,住区ブロック単位の住民ニーズに基づきその整備を

図るo

○当初は必要股中限の整肺を行い,住民のニ-ズが反映できる余地を残しておくo

♭公園整肺についてのアイデイ7公募

♭小学校児童による公園設計コンペの実施

○ネーミング

o街区プpプク単位住民による植樹とその管理

モデルスタディ地区のilを合住宅地については,ほぼ計画,設計作業が完了し,一部では

建設が始まり,第一次入居を間近に控えているo

そこで,ここでは今後進められるモチ/L,スタディ地区以外の礁合住宅地の計画,設計作

業の際必要とされるシンボル化形成のための考慮事項を示しておくo

○街区ごとに特色のある空間づくり

♭街区ごとに頼色のある配置,デザイン

(ただし,街区単位ではデザィ./統一を図る)

C'街区ごとにシンボルカラーを選定

D,特色のあるjjを合住宅地標識,看板の設但

(街区ごとに特徴を持たせつつ全体として共通したイメーンを持たせることが望まし

い )o



カテゴリー の IE 的 方 針 と そ の課 砲

節 迎税する同男性のある空間と <綴i正系と ブpプク oJR合住宅地の保存緑地については,棟道糸としてのみどりの保全に努めるとともに,しての<系> と個性化された 圏 域 の JLL合住宅地住民の固有の廃としての活用が回られるよう考感する○

空liiJとしての<捌域>相互の 勘合空間> Lb 合 住 宅 地 >住民それぞれがその好みに応じて串花を植えることのできる他勅コ-ナ-の設位 .空閲的輩新都項を受けとめ, >TR臥 ベンチ等の休憩施態の放任

シソポル性をより高めていく 保 存 緑 地 >シイタケ栽培,山菜づくりのための切の創出

戦略的拠点として,一層の空

riu構成上の配臓を行っていく○ >金飽,鯉等が飼育できる池の放ーEt

⊂= コ[==コ ○躯合住宅地位棟とみどりの空間の鞠和

⊂:::=コ o掠道糸において述べた地域風土ff軒を万石め活性化する装lEEづ くりを,ここにおいて

⊂==コて こ 7地区住民の許活動をより活性 水中的に設tEtする○

o保存綴地管理のための住民の組織づくり

化するための裟Juylづくりと系 ○蛸合任宅地内保存緑地の.A)UJ的存続を周るしくみづ くり

としての空例をより高める諸 C,シイタケ,山菜,花,相木等の淑倍を通した収入で保存樹林の封と持管理畑に充て

方顕の検討 る○

C,jLi合住宅地の入居者から入店時に保存緑地管理のための誠.金を故収する.

l
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空r''l構造のカテゴリー の Tf的 方 針 と その 取 越 シ ン ボ ル ff 源 シ ン ボ ル 化 の 方 術 } こ ユ

(節) <幹線歩行 近隣センタ- ○腺わいやふれあいを生みだす位紅づくり

者専用道 <リ>内歩行者 1>公的標識,看板のJJi中散fITによるコミュニティfrJt報の拠点づくり

終糸と圏▲ゝ 呼用道路広場 C,ス トリー ト77ニチ>7(ペンチ,,i-ゴラ呼 )の.l弧Eit･I./ポ レモー ノント(彫刻 時子塔 一

域の投口空 間> 緑逝5号緑地 と > / .､′ -ユ 計 ,モヒール呼 )の設挺E>コミ>ニチイ情報交換コーナーの設荘

少行者専用道路 - コミュニティボー ドT.の設ZEE-

11号線交差部の広場 o幹線歩行者専用道終糸において述べた賑わいを生みtLiすイベントを,ここでJLi中的に実

施する○

O節に位虻付けられた広切においては立宕板,姑紙苛の環境を悪化させる広告物を肌u

的に規制していくO

ELI例 ) 協 定 型- ----.鴨耶道

行政指前型- --.-山下公園

<幹線道路 パ スス トップ I(スス トップは地区外のyu'l:f慨 にとつては,地区への文例ロであり,また地区内の/引去

系と圏域 か ことつては地区外へのll川 でもある.また串両にとっても,位位等の催艶をするうえ

の で-..Ti要なポイントとなるO



空間構造のカテゴリー の 質 的 方 針 とそ の 課 題 シ ン ボ ル 化 .の 方 策 メ ニ ュ ー
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第3章 標識･ストリートフア二チュア計画

3-1 基礎的条件の整理

標識 ･ス トリー ト77ニチュア計画の目的は,都市の構造を判りやす く人々に伝達する

ための社会的コミュニケーソヨソのあり方を探り,港北ニュータウソにおいて,これらを

計画的に位置付けるものである｡

より効果的かつ体系的な標識 ･ストリートファニチュア計画を策定するにあたって,ま

た,この計画が港北ニュータウー/の地域特性をふまえたものであるためには以下のような

検討が必要となる｡

(ヨ ニーズから見たエレメントの抽出

完壁なソステムの確立にあっては,標識 ･ストリー ト77ニチュアのニ-ズをあら

ゆる側面から想足 して抽出する作業が第一段階として挙げられる0

(参 フィール ドサーベイからの考案

現実的には,これまで標識 ･ス トリー ト77こチュアが計画的に整備される例は少

なく,都市化に伴って,必要となった時点で自然発生的に出現して来ているものが多

い｡本計画を進めるにあたってはこれら現在の標識 ･ス トリー ト77ニチュアの置か

れた背景と問題点を探 り,望ましいあり方を整理 して見ることが必要となるO

(卦 シソポル計画からの考慮事項

標識 ･ス トリー ト77ニチュアの各エレメントおよびその配置が地区特性をふまえ

これらによって地区が特徴づけられ,より判りやすい街づくりのファクターとなるた

めには前章において検討された空間のシンボル化に対応 したデザイン及び配置計画が

なされなければならない｡このため,モデル地域においてのシンボル計画からの考慮

事項をまとめる｡

(1) ニ ー ス か ら見 た エ レメ ン トの 抽 出

ニーズから見た標識 ･ス トリー ト77ニチュアエレメントの抽出目的は具体的な生活

空間と対応させて,必要となるエレメントを抽出するものである｡

抽出にあたっては次のような 3つの視点をもって行 う｡

① これら-レメソトは空間において生活が行われ,それらアクティビティーのニーズか

ら発生するものとしてとらえられる｡このため抽出にあたっては,日常生活行動をふ

まえたものである必要がある｡

② これら日常生活行動は生活空間の中で行われ,空間の持つ特性によって各エレメン

トは限定されて来るものである｡これより,それぞれの空間から派生するエレメント

も抽出する必要がある｡

④ 次に,日常生活行動は生活空間の領域によって内容が変化するものであり,エレメ

ントの重要性もおのずと領域によって違ったEl的を持ってくるものである｡これらを
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ふまえ,生活箭域を段階的に整理 して見る必要がある.

以上の観点をまとめ,具体的に抽出を行うにあたっては,次の 3つの分析を行うもの

とした｡

(∋ 生活行動分析からの抽出

標識 ･ス トリー ト77ニチュアの本JZEfは人々の日常生活行動より発生する地区の社

会的 コミュニケーションの手段であり,対象とする人々の属性に応 じて要請される内

容も異なる｡

ここでは次のような屈性ごとに想定される行為を分析 し,それぞれに必要な-レメ

ソトを抽出する｡

a.幼 児 (よちよち歩きより園児までを対象 )

b.児 童 (小学生を対象 )

C 生 徒 (中 .高校生を対象 )

d.主 婦

e.一 般 (勤労者を対象 )

f.外来者 (個人的な訪門,業粉訪門を対象 )

g.老人,および-./ディキャyプ屑

(参 空間分析からの抽出

モデルスタディ-地区の空間鵜成を把握し,そこでの動線特性,空間特性,環境構

成襲来等をふまえ,標鼓 ･ス ト1)- ト77ニチ,.ア立案に於で考慮すべき事項とサイ

ンエレメントを抽出するOなお空間の分類は大きく以下の3つの体系に分けた｡

a.線としてとらえられるもの 道路 ･緑道 ･歩行者専用道路

b.点としてとらえられるもの ･道路 ･禄道 ･歩行者専用道路それぞれの結節点

C.面としてとらえられるもの ･ 施設等

⑨ 圏域分析からの抽出

前項シソポル計画において設定 した圏域を基本に,モデルスタディー地区において

の居住者の生活領域を段階的に分析し,それぞれの圏域において想定される生活行動

から必要とされるエレメントの抽出を行ったc

a.隣戸単位

b.街区単位

C.街区プロブタ単位

d.住区ブロック単位

e.幹線道路プロプク単位(モデルスタディー地区の範囲 )

f.駅勢威単位

g.港北ニュータウー/(公団施行区域 )

以上の3つの分析から抽出された各エVメソトを標識については,機能の種類ごとに

定点系,誘導系,秦内糸,その他の4分薫別こ整理 し,表 3-1にまとめる｡
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ス ト1)- ト77ニチュアについては,設置場所ごとに整理 し,蓑3-2にまとめる｡

表3-1 ニーズか ら見た標識エレメン トの抽串結果

●定 点 系標 識

町 名 標 弘

交差点名称標語

道路名林原款

バス停名称原義

公共 ･公益施設名称原義

商業薬務施設名林原議

団地名称茨示標識

コミュニティ道路表示原品

避難広場表示標識

公開空地表示標識

町 名 , 番 地

幹線道路の交差点

幹線道臥 111散術臥 歩中道,緑道

I:ス符,次のJ:ス搾

叔育施乱 公【軌 躯合運動場

七ソクー,診嫉所他

ill一合 住 宅 地

コミlニティ道路表示.名称

指 定 位 虻

指 定 位 位

橋梁の名称乗示標鼓 立体交差,歩呼橋

●誘 革系標 識

方 面 表 示

商業共析施設拝啓表示

セソクー誘導表示

バス停済革表示

歩行者専用道路誘導表示

柴合住宅地誘再表示

街区プロブタ誘導表示

疑道誘導表 示

散策ル- ト務番表示

避難場所誘郵表示

ノラギt/グ･サイク1)ノダ額田表示

特定施設誇称表示

主要都市名,主要幹線道路,インターチェ

ンジへの誘導

センター内特定施設への誘苛

セソクー,駅への誘萄

バス停への誘専

歩行者専用道路-の括導

Eil地-の誘 主琴

街区プt,ブタ名称による誘導

緑 道-の誘導

散策ルー トへの許g

指定遭難場所への誘導

ンヨギ/グ･サイクリングコース-の肪申

公共 ･公益的施設,神社,仏閣,文化財等

への誘導

-ソディキャップ屑への誘導表示 主要施設-の済み

●案 内系標 詩

ニュータウン総合案内板

地 区 案 内 板

撮道散策案内板

ノミス路線図 ･j軍行時刻表

柴合住宅住株案内板

街区プロプク案内板

避難ルー ト案内板

七ソクー案内板

公園案内板

港北ニュータウン全域にかかわる嚢内

地区内の纂 内

疑道コ-スの設定纂内

-くス符における案内

JJI,合住宅内の案内

居住著名の案内

非 常 用 案 内

宣伝を兼ねた案内

公園の主要施設案内,使用規程等



+その他の標 鼓

コミ>ニティボー ド

広 報 板

ニュ-クウ-/ゲー トサイ1/

街区7'pプクゲー トサイ L/

センターケ′- トサイン

その他のゲー トサイン

スクール/-./･通学路来示

注 意 表 示

禁 止 表 示

利用説明表示

ごみ集前場表示

自転率置場表示

駐 中場 表示

伝言板,集会案内,イベント姦内

行 政 案 内

ニュータウンの入口ゲー ト

街区プpブタ-の入口ゲート,Ri散続路の入口

セソクーへの入口y- ト

公園,公共 ･公益的施設の入口ゲー ト

通 学 路 内

交通安全,犯罪予防

管理者側からのサイン

公国,集合運動場等

位挺表示,利用説明等

位 匠 表 示

位 置 表 示

表 3-2 ニースか ら見たス トリー トファ二チュアエ レメン トの抽出結果

道 路 上

歩行者専用道路上

/ミス停シェルター,,(ス停名称,/ミスルー トマ ップ,巡行惜

軌 照明,べL/チ,ダス トボックス,灰皿,屯話ボックス

ブラワl.ボックス,地区案内嵐 シェルター,ペンチ,灰皿,

ダス トボックス,コミュニティー･ポー ｢,広報板,街灯

サイクルスタンド,電話ボックス,広告宕板,案内板, ミニ

セ ソ ク ー 内 コミスタンド,キオスク,ベンチ,照明,ダス トボックス,

/ソポルタワー,自動販売倹

疑 道 上

公 園 内

東星,ベンチ,スツール,水呑み,手洗い,ダス ト77':プクス,

野外卓,灰皿,パーゴラ

サイクルスタ./｢,広報板,展示 コーナー,鮫所,手洗い,

水呑み,車止め,嚢内軌 ノミ-ゴラ,ベ1/チ,遊具等

申止め,自転車置場,案内板,ポス トボブクス,問詰ポアク

集 合 住 宅 地 ス,ベンチ,灰皿,ダス トボックス,フラワーボックス,

モニュメント等



(2) フ ィ ー ル ドサ ー ベ イか らの考 察

フィ~ル ドサーベイの実施箇所としては港北ニュータウンと対象すべく特定の区域を

設定することは困難であり,横浜市近郊において,比較的煩似した地域条件を持つ箇所

について'一般的に多く見うけられる間色点を含む部分を抽出して考察するものとする｡

これら氏成市街地において一体的な計画がなされない場合の標識 ･ス トリー ト71ニチ

ュ7の実例をモデル地区における抽出結果と比較 し,計酎 こおける望ましい方向性を探

るものとする｡

問 題 点 望ましいあり方

実例

背景が悪く視認性に欠ける O 標式の高さ,位芯を検討

沿道の無秩序な広告の乱立に =〇 広告の設荘規制

よる景観の阻奮

交差点への広告の典中による ⊂〇 広告の設旺位置の規制

必要な漂教の視認性の低下



実 例 問 題 点 望ましいあり方

よ .

方面表示が幅そうして判 りに に〉 表示の集約化 と簡素化

くい

広告が目立ち,必要な標識の ⊂三〉 広告の規制

機能を損ねている

交差点アイス トップへの広告 ⊂三〉 広告の規制

の集中

道路名称表示であるが自動車 [三〉 設置位置,高さ,大きさ

対応のものか歩行者対応のも の検討

のかあいまいであり,両者 と

もに視認性が悪い



問 零 点 望ましいあり方

道路のカープ部分に集中した => 広告の設定位置規制

広告｡

交通安全上の問題

□歩行者対応

表示板の系側の枚能がない ⊂> 表示板の表側を含めてデ

ザイソの検討

無秩序な広告の設艦により住 =:〉 広告の規制

宅地環暁のfiの低下を招いて

い る

宅地の擁壁部分に集中 してい に> 広告の規制

る広告君板塀
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実 例 問 題 点 望ましいあり方

.JLさ■
■

■ ｣

宅地の擁壁部分に銀中してい [三〉 広告の規制

る広告看板簸

道路J'ji-観の低下を招いている => 広告設低位位の規制

広告看板類

設笹主体が違 うためデザイソ ⊂つ 表示薪のデザイ ン統一

的統一を欠いている

秦内表示の例

設艦位置が悪 く機能 していな 設置位位,大きさ,高さ

い ⊂三〉 等の検討

表示方法が統一されていない 表示の統一化を図る

ため判読 しに くい

-60-



実 例 ､ 問 題 点 望ましいあ り方

無秩序に薫示された案内板が =〉 案内板の計画的配臥 躯

混乱を招いている例 約化

広告的悪味の強い案内板,商 ⊂> 周辺を含めた怠合的な秦

店のみ しか記載されていない 内坂を考慮する

看板に一体化された案内標鼓 ⊂三〉 一体化 したデザィ./的配

であるがデザインが悪い 版が必要
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実 例 問 題 点 望ましいあり方

無計画な誘辞標掛 こよる宗観 亡〉 計画的に帯群標識を設荘

阻普 する

冨 ･.ri ;一撃 取 這 : .: :,:I:?;

良 .｣ ､: lid

ー>

公的標識は広告 ･宣伝等 とは に> 公的漂義の独立化

切り離したい

L._::等 -A

｣

無計画な設掛 こよる宗観的ス Q 計画的に配位を決定 して

ラム化,商菜地ではこのよう おく

な例が多い
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∫

実 例 問 題 点 望ましいあ り方

機能だけの標識は景観的に味 に〇 周辺環境に適合するよう

けない 標識周辺の整備を図る

無計画な配位 cj 計画的に配位を決定 して

おく

【==二.

張合住宅地に出現 した妓合着 => 張合看板のデザイン化

板,デザイ ン的な工夫が欲 し

い



実 例 間 勉 点 望ましいあり方

ロス トリ- ト77ニチ 47

各 エ L/メソ トのデザイ ンにま ⊂二〉 構成 エ レメ1/トのデザイ

とまりがない ./的統一,価紫化

周辺環堤 と調和 したス トリー

ト77ニチ Aア

ス トI)- ト7 7 ニチ ュアに L/

ソポル性を持たせている



ス トリー ト77ニチ_7それ

ぞれのデザインが謁和してい

る

標鼓と袋的化させ機能補完が

囲られ,利便性,析出性に侯

れている

フィール ドサーベイからの考慮事項

フィール t:サーベイを通して標識 ･ス H)-ト77ニチ17計画における課題をまと

めると以下のようになる｡

[コ自 動 車 対 応

① 設置に関する配慮都項

'特に主要交差点では方面表示,町名黄泉 通り名称表示等の解約化と自動車スピード

に対応 した計画的な配置計画が望まれる

② デザインに対する配慮zJf項

●表示の慨粟化,および表示方法の統一が必要である

(参 そ の 他

.主要交差点で払 機能上 安全上から広告の設taに対 しての規制が望まれる

.幹線道路上においての広告標識等のデザィ./規臥 指掛 こよる道路妖観の向上が望

まれる
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□ 歩 行 者 対 応

(力 設置に関する配慮事項

+嚢内系標識のシステムづくりによって,無計画な誘導標識を排除する

+歩行者系標瓢は拠点化等によって設置位置の位置付けを明確にする必要がある

(参 デザインに対する配慮事項

●案内系標識は設置位置によって,街の景観と調和するよう個々のデザイン化 と統一

が望まれる

+表示内容 (案内図等 )は地域的統一化が好ましい

@ そ の 他

4広告嬢の設置に関 しては,位置の指定,デザイン指導が望まれる

[コス トリー ト77二チュア

(彰 設置に関する配慮事項

●標言放炉の配置と関連づける

●植込,フラワーボックス等の街極的な利用

壇) デザインに対する配慮事項

●設置場所の トータルデザイン化を図る

●植込,フラワーボックスとの一体化

.場所ごとに特徴を出し,空間のシンボル化を図るo

●周辺環境に調和したテザイ ソ,材料を考慮する

@ f a) fB

●維持管理の方法を検討する

(3) シ ン ボ ル 計 画 か らの 考 慮 事 項

港北ニュータウ1/の計画理念に沿い,特徴ある衝づ くりを進めて行くための一環とな

る標識 ･ス トリー トファニチュ7計画を進めるためには,先に述べたように,シンボル

計画で扱った各空間に対する質的方針をふまえた検討が必要であるoシンボル計画から

導かれる課題は,標識 ･ス トリー トファニチ>アの配置体系と,それぞれのエレメント

デザイン方針の 2つに張的される｡
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(》 配置体系-の考慮事項

シンボル計画における空間の質的方針を受けた配位体系の確立

カテゴリー 標識 .ス トリー ト77ニチユア計画にあたつての配置方針

く系> 禄道糸港北ニユ-タウ./の計画理念に沿い,主に地域風土資源を生かす レ

クリエ-シヨソ軸として位位づけ,目的型,機能型の標識の配置は

避け,レクリエーシヨソ的,文化的,教育的活動に寄与し得る標識 .ス

トリ- ト77ニチェア頬を蹴極的に配位する○

幹線歩行 緑道系とは対称的に都市的活動の軸として目的型 .機能型の標識を中心にコミュニティ活動を演出するス トリート71ニチユア規を箭老専用道

終糸 擾的に配位 し,動的な賑わい,活気を生み出すものとするo

幹線道路系 車両に対する誘導系標識を主に配殴するものとするo

<圏域> 街区プpツクを中心とする圏域がメイソとなる.また,生活圏の段階構成に

応 じた案内サインを考慮 し,効率的な配tEによって体系化を行なう.

く節> <節>はく系>とく圏域>によって位置づけられ,諸活動の交点,特定生活

圏域の接点であるという考えから,それぞれの系に応じた標識 .ス トリ- ト

71ニチユアを躯約配置し,拠点化を図るO特に幹線歩行者専用道路系及び

(参 デザイン方針への考慮事項

標式 ･ス トリー ト77ニチュアのデザイン方針は次の点にまとめられるO

カテゴリー 標識 .ス トリ-ト77,ニチユアデザイン方針

く系> 疑道糸 疑道の持つ自然資源,風土資源のイメ-ジを損わないよう,できる

だけ自然の味を出す素材を用い,落ちついたデザィ./を基調とするO

またニュークウソ全域の一体性を確保するO

幹線歩行 都市的な,7イデソティティ-向上をねらい居住環を劉こ調和するデ

老専用道 ザインを心がける.セl/タ一地区にあつては商業環境の演出をねら

終糸 い賑わいと活気を生むデザインとするO

幹線道 車両交通の主要動線としての円滑性,わかり易さという点から,機

路 系 能的,シンプルなデザインが要求される○

く圏域> く圏域>によって配置される標識 .ス トリート77ニチ>アはそれぞれの地

区の特性に応 じて個性に富んだデザインを考える○

く節> く節>に配置される標識 .ストリー ト77ニチエ7はく系>としての統一さ

れたデザインとく圏域>としての個性的なデザインの双方を取り入れるとと
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312 計画のねらいと方針

基礎的条件の軽部より本討画の基本方針をまとめると以下の如く光即されるD

1 地 区構 造 の わ か りや す さの確 立

情報伝達の明快性を確立するため,先のシンボル計画より位伊上づけられて来たく系>と

しての幹線歩行者専用道路系,疑道糸を歩行者系,また幹線道路系を自執事系として新た
I

にそれぞれのサイン軸 として設定 し,それぞれの<節>等をサイ '/拠点として位置づける｡

(D サイン拠点の設定 ｡幹線歩行者iE)-用道路の広場部分,おおむね半径3001TLfこ1か所

｡セ/クー広域

｡,(ス件

O幹線道路の交温点

｡ニュータウン入口

② サイン軸の遊走 o幹線歩行者削 円道路

o幹線道路

｡凝通

図 3-1 サイン拠点,サイン軸の設定例 (モデルスタディ地区の場合 )

5(モデルスタディ地区におけ

るサイン拠点,サイl/軸の

設定を見ると以下のように

なる｡

4自動車系サイL/軸は主幹

線を中心に周閲四方をと

りまいている｡

●歩行者系サイン軸はルー

プ状を形成し,四方に延

びて周辺地区とネタトす

る｡

●緑道糸サイン軸は上記サ

イ./軸を横断 している｡

●サイ1/斑点はこれらサイ

ン軸それぞれの結合点に

配匿される｡

ノ / i t--i

i -ゝ ′ で 二 ､ ユ ー -

(〕 tノクー広ql 1""r1 1

(〕さ行七一円止FS広JJ ･･･. … すけ州 印i1時

. ､■■JFITL^ ■I ■■▲■
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@ 圏域ごとの段階構成

各拠点ごとに標舌の内容にヒエラルキーを持たせる｡

a.ニュータウー/入口拠点では全区域を案内する｡

b.駅前広場のサイン拠点では駅勢圏を集内する｡

C.サイ./拠点ではそれぞれの圏域を設定 し案内を行う｡

d.,:ス侍のサイ./拠点では,:ス利用圏の案内を行 う.

図3-2 各拠点での案内図例

繕北ニ_-タウソ全体の案内(入口矧こおけるサイソ拠点)

‡ + - ■
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2. 集 約 化 ,簡 素 化

標式枚の配位にあたってはこれらの甑掛 こよる情報の混乱を防ぎ,周辺環境への彩管

も考慮し,佃莱化を行う必要がある｡また一方標式頴の存在を強調 し,機能性の向上を

図るためにこれらの集約化を行 う｡

住) 配 位の簡素 化

港北ニュ-タウンにおいては自動車系,歩行者系の 2体系に分け.それぞれ以下の

方針とする｡

a.自動申系標識は誘封系を中心として扱う｡

b.自動車系標識で拠点以外に設荘されるものは,誘導裳示に香るEl印的なものを考

慮する｡

C. 歩行者系標識は案内系を中心として扱 う｡

d,歩行者系標識で拠点以外に設置されるものは,定点表示のみとする｡

(参 標敦の塊約化

a.拠点におけるエL/メl/トは極力賃約化,一体化する｡

b 案内系標識に誘導襲示の機能を盛り込む｡(各施設のグィジュ7ル表現等 )

3 両 の ア イデ ンテ ィテ ィー向 上 - の サ ポ ー ト

街の個性化,街路の個性化 ･特徴づけは,術のわかりやすさ,イメージを高めるヴィ

ジュアルコミュニケーションである｡本計画ではこの視点に立ち, アイデ./ティティー向

上に寄与する方策を群棲的に取 り入れるoまた,自然発生的に出現する広告 ･看板燐に

ついては街並景観の維持等の観点より規制を行う.

(カ シ./ポル系資渡を戯庫的に封入する｡

特徴のある街並,個性化された街路はランドマークとなり,それ自体がサインとし

て歳能する造成地形,自然資源はこれを活かしたサイー/計画とする｡

a 歩行老来サイン拠点をシンボル化するため,シー/ポルツリーの配位,デザイン化

で対応する｡

b 誘導標識に香るものとしてゲートサインを取 り入れる｡

C デザイソ,素材の選定にあたっては周辺環境との調和を図る｡

(カ ビクトグラムを導入する

だれもがわかりやす く,街のイメージを把捉できる様,ビクトグラムによる表示を

封入する｡

a 案内図の施設表示等にビクトグラムを多用する｡

b 定点標語にも, ピタトグラムを併記する｡

④ 星外広告物の規制

行政指導や協定づ くりによって街並景観を阻書する広告頬の出現を規制する0
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4. コ ミュニ ケ ー シ ョンの 広 が りを生 む装 置 づ く リ

我が街忠誠の形成と,住民相互の述符感を醜成する装tELづくりを行い,サイソ計画の

付加価値を創出する｡

(D 住民参加によるシ･/ポルを創出するスペースを授供する｡

住民の街-の愛着を高め,住民間の連帯を生む住民の手づくり作品の導入,展示ス

ペースの確保,住民イベントの場を確保する｡

a.歩行者専用道路広場,センター広場に展示壁,展示スペースを確保する.

b.敷石,擁壁等に住民や児童の レリ-7,モザイク作品を利用する｡

C.住民イペ./トの場を提供する｡

(参 住民間の情報交換スペースを提供する｡

生活に密着した情報を与え,コミュニティーの鎖成を図るスペースを確保する｡

a 歩行者系サイソ拠点にはコミュニケーショー/ボー ドを設置する｡

@ ス トリー ト77二チュアの効果的配位を行う

サービス性向上と,住民間のコミ,.ニケーションを生む しかけ作りとして,ペンチ,

屯話ボブクス,シェルター,照明等,スト1)- ト77ニチュアを配 したコミュニケー

シヲソスポットを創出する｡

a.歩行者専用道路広場サイソ拠点には,標識頬を塊約配置し,ス トリート7 7こチ

17をデザインしたコミiニケ-ショソスボブトを配位する｡

b.七./メ-広場サイソ拠点には,標鉄原とス トリー ト77ニチュアを効果的に配位

し,にぎわいの浜出を図るo

c バス停にはサービス性向上を考慮し,ス ト1)- ト77ニチュ7を配位する.



3-3 標識 ･ス トリー ト77二チュア設置基準案

以上のような基本方針を受け,港北ニュータウンにおいて配置する原義 ･ス トリート7

7ニチュア頻の設置基準案を次頁よりの表で示す.

設置基準案作成にあたっては以下の凡例によったo

設正賓El'i度 ◎ :ぜひ必要なもの,出現するもの

○:あれば望ましいもの

△ :あっても良いもの

× :あってはいけないもの,規制するもの

- :出現 しないもの

位 位 サイン拠点 (幹線道路 ) :交差点,/;ス侍を含む

サイン拠点(歩行者専用道路 ):広場,バス停上を含む

指 定 :サイソ計画によって定められた位紅

適 宜 :自由

デ ザ イ ン K:既定のもの

D:地区統一 (ルー トあるいは圏域別 )

T:全域統一 (港北ニューダウソ全域 )

*:自 由

そ の 他 宅地とは,集合住宅用地,公共 ･公益的施設用地を含む

公共 ･公益施設とは,教育施設,行政施設等

商業菜務施設とは,民間施設 (商店,医院等 )

-72-

rI~∵~一 喝















3-4 モデルスタデ ィ地区におけるサインシステムの検証

モデルスタディ地区において,本計画で提案された標識 ･ス トリー トファニチュア設

置基準によって施行された場合,各設班箇所においてどのような機能を持 ち得るかを･

実際の状況をもとに数例 を展開してみる｡

① 居 住 者 の 日 常 生 ′舌行 動 か ら発 生 す る ニ ー ズ

区画街路か らの歩行者は,歩行者専用道路あるいはコミュニティ

道路へアプローチす る｡

④ 歩行者専用道路表示あるいは コミュニティ道路表示の確認

歩行者専用道路沿いに歩く｡

(診 町名,地番表示の確認

歩行者専用道路広場に立寄る (サイ ン拠点 )

⑤ 町名,地番表示の確認

⑳ コミ>ニティーボー ドによる情報

① ′--ゴラ,ベ ンチその他ス トリー ト77･ニチ ュ7の利用

㊦ 電話の利用,待ち合わせ

◎ 誘導標識の利札 案内標識の利用

歩行者専用道路 を後にし, 目的地へ向うO

歩行者専用道路沿いに歩 く｡

⑧ 町名,地番表示の確認

歩行者専用道路

(嘉 ミュニT品)

歩行者専用道路

サ イ ン 拠 点



(参 駅 利 用 の 訪 問 者 か らの ニ ーズ

駅前広場-出た訪問者は駅前のサイン拠点を確認する.

④ 電話ボブクスの利用

⑧ 案内漂故の利用

◎ ペソチ等ス トリー トファニチュアの利用

◎ 誘導原誠の利用

㊦ バス停の確露

バスを待つ

① /;ス停時刻表,バスルー トの確認

◎ べ./チ,′'-ゴラ等の利用

I(スに乗車する｡- 以下バス利用者

駅 前

サ イ ソ 拠 点
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◎ バ ス 利 用 の 訪 問 者 か らの ニ ー ズ

バス利用者はバス停名称をたよりに訪問する｡

④ 次のバス停名の確認

Jiス符で降革する｡

⑧ バス停名称の確認

⑤ 電話ボックスを利用する

⑳ 歩行者専用道路への誘導

歩行者専用道路への階段を登る｡

歩行者専用道路にはサイン拠点がある｡

(このサイ-/拠点には案内標識,誘導漂灘が設荘されている )O

① 案内漂静 こよって現在位正の確認

(Jl'ス侍を中心として利用圏域表示 )

① 秦内標掛 こよって訪問先へのルー ト確認

(ピタトグラムを多用 )

歩行者専用道路 (サイソ軸 )によって導かれるO

歩行者専用道路を進む｡

6)町名,地番表示の確認

訪問への区画街路の入口を見つけるO

イ
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(彰 バ ス停 利 用 者 か らの ニ ー ス

区画的路からの利用者は歩行者専用道路あるいはコミュニティ

道路にアプローチする｡

(み 歩行者専用道路表示あるいはコミュニティ道路表示の確認

歩行者専用道路沿いに歩く｡

⑧ 町名 ･地番表示の確認

歩行者専用道路広場に立寄る(サイン拠点 )

◎ 痕も近いバス停位置を案内図によって知る

⑳ 経路の確認

歩行者専用道路を歩く｡

バス停上のサイン拠点で′ミス停位置を知る｡

① サイソ拠点に明示されたバス停標識 (バス停名称 )確認

バス停への階段を降 りる｡

① 時刻表,バス路線図の確認

◎ ペンチ,シェルター,灰皿,等の利用

⑧ 電話ボックスの利用

歩行者専用道路

(孟ミュニT品 )

歩行者専用道路

サ イ ソ 拠 点

]歩行者等用道路

ス 停 上

イ ソ 拠 点
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⑤ 自動 車 利 用 の 訪 問 者 か らの ニ ーズ

地区外の幹線から港北ニュータウン内へ向かう｡

⑧ 港北ニュータウ./への方面表示の確認

入口を通過する｡

⑧ 港北ニュータウンゲー ト

地区内幹線道路を進行する｡

⑥ I(ス侍による現在位置の確認 (通 り名称あり)

) ⑳ 交差点名称による位置の確認

a ① 通 り名称標識による路線の確認

0 ㊤ 方面表示による進路の決定

◎ 遜 り名称標敵 こよる路線の確認

地区内幹線道路を進行し訪問先への進入路を探す｡

① バス停による現在位位の確認

① ゲー トサインによる進入路の確認

コt/ククー道路へ蒔かれる｡

① 町名 ･地番表示による現在位位の確認

区画道路へ導かれる｡

ニュータウン外

幹 線 道 路

ニュータウノゲート
路

び

点

道

よ

基

級幹

お

交

] コ レクタ~道路
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･ 自動車系標識 ⑳ 歩行者専用道路広場

-歩行者専用道路 0 センター広場

≡ ≡ = 緑 道 ○ パス仲

′｢ 幹鮎 路交差点lヽ
J′
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図3-4 モデルスタディ地区における標識･ストリ-ト77=チュア配置計画図 ( 歩 行 者 系 標 識 )
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図 3-5 モ デ ル ス タ デ ィ 地 区 に お け る 標 隷 ･ ス ト リ ー ト 7 7ニチュア配置計画固くストリート77二チュア系標識)

･ 芸蒜蒜~ ト77二チ ュア ◎ 歩行者専用道縦 場

- 歩行者専用道籍 0 センター朋

== 緑 溝 ○ バスfI
′｢ 幹舶 緒交差点lヽ

J′
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3-5 空間イメージとモデルデザイン

① 歩 行 者 専 用 道 路 サ イ ン拠 点 (住 宅 地 内 )

配 Jm 歩行者専用道路広場のアイス トップ地点

構 成 案内系標識を中心 とし誘導系,その他標識 とス トリート

77こチャ7を一体化

デザイン 全体をトータルにデザイソし,地区ごとに個性化を図る

粟 材 木,石等を多用

ここレメー/ト

空 間 の テ サ イ ン例

r
l

『

打
ml
J
一

ス
ト
リ
ー
ト
フ
ァ
ニ
チ
ュ
ア

その他

地 区 案 内 板 締尺 1:300-500,主要施設をピクトグラム化

(パス件,教育施設,医院,センタ-,公園他 )

現在位IEを明示,サイ /軸を明示

町名,番地記入,主要施設名記入

サイン表示圏域は拠点を中心とする数街区ブロ

ック(小学校区規模相当 )キープラン併記

定 点 標 識 町名による表示

誘 導 思竺 識 町名による表示

コミュニティーボード 住民の自由な利用に供する

広 報 板 行政サービス案内等

ベ ン チ 対 面 配 位

ダス トボックス

灰 .皿

パ ー コ 7

屯 話 ボ ック ス デ ザイ ー/配 慮

照 明 ラソドマーク灯ソソポルツリー
ノミッ77,-グリーン

/1/ポル化ベーブメソト,住民参加のスべ-ス
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② 歩 行 者 専 用 道 緒 サ イ ン拠 点 (セ ン タ ー 内 )

配 byl :七 ソクー内の非行者ry1-用道路広域 (駅センター含む )

構 成 案内系摂職,その他標識を中心としてス トリー ト71ニチJL7を

配位

デザイ ン 全体としてトークリティーを持たせ,七ソクーごとに個性化を図る

東 材 にぎわいを析出する色彩を考雌する｡

エ レノント

センター案内板 縮尺 1:300- 500, t='クトグラム 化

空 間 の デ ザ イ ン例

ス
ト
リ
ー
ー
7
7
ニ
チ
rt
ア

¶

卜
山

コ

(′ミス搾,教育施設,医院,センター,公国他 )

硯在位TEtを明示,サイ ン軸 を明示

町名 ･番地記入,主要施設名記入

サイ-/表示圏域は拠点を中心 とする敬街区ブロック

(小学校区規模相当 )

(駅前においてはこA-タウンのキープラソを加える)

定 点 標 識 町名,センター名による表示

防 邸 標 識 町名による表示

コミュニティーボード 柵店会による怖報板 (デザインを配成 したIt=./クー

内柵店の広告五伝用としての利用も考LO.する )

広 報 板 行政サービス案内呼

べ '/ チ 分散配位

ダス トボックス

灰 皿

問詔ボブクス,スタンド

照 明

盃 [主巨 木, 植 込

_｣ _ 二 二≡≡ 二二 』
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◎ バ ス 停 サ イ ン 拠 点 (バ ス ベ イ )

配 匠 /(スベイ歩道上

構 成 パス名称標徴を中心としてス トリー ト77ユチュアを配位

デザイソ ニュータウ./全域統一 を益本としトータルデザイン

粟 材 耐久性のある材料 (ステー/i,ス,符 )

エレメント

ス
ト
-
I
ト
フ
ナ
ニ
チ

ュ
ア

-

ゆ

か-

バス停名称標識

定 点 標 徴

通 り名称標 In

次のバス停名称

時刻表,路線図

盲人誘導プpック

シ ェ ル タ ー

す われる切 所

ダス トボ ックス

.rt Lul

電 話 ボ ックス

パス件名,英字併記,tL'クトグラム併用

坤道側からも見える位irtに町名裁示

串iEI側からも見える位7hLに幹線道路名

神道側か らも見えるJl'ス停掛 こ併記

歩道側アイ L/ベルに表示

歩行老中用退路からつなぐ

歩道の蒋iEIOu鵬より片持型式

シェルターと一体化

擁Ll苫似IIBこ触fZvl

擁班側に設以

擁壁OtlHこ設班 (既定デザイl/で対応 )

照 明 ′､イウェイ灯

盃 [街 路 樹

_

.ト日

.け

r

空 間 の デ ザ イ ン例
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④ バ ス 停 サ イ ン拠点 (歩行 者専 用道 緒上)

配 位 ノくスペイより上った歩行者呼用道路上

構 成 寮内系原話を中心

デザイ ン 地区ごとに個性化

莱 材 木質系

エ レメ ン ト

街 区 プ p プ ク 縮尺 1:300程度

案 内 板
主J25施役 をtl'クトグラム化 (教育施設,医院 , セ ン

ター,公園他 )

サイン職域は,幹線道路上の少行者j.A/-･用道路を中心

とす る敬的区7'pブタとする｡

町名,番地,サイソ軸を明示,キーブラソ併記

定 点 傑 誠 町名来示

誘 符 牒 m 町名による誘郡

/(ス 件 へ の 側面に-2Z示,バスベイ方向を示す,ノミス件名記入

誘 導 表 示

チ

し

明

ソ

さ

ビク トグラム化

荷物台北用の棚

案内図を照[91する配†比形憾

7クセソトツリー 放観樹

I:ツクダリー ン 背jfTLの棟を相殺

空 間 のデザ イ ン例
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⑤ 街 区 ブ ロ ッ クゲ ー トサ イン (例 )

配 fE 幹線iEi路及びコレクター道路の交差部,公共公益施設用地,塊合

住宅用地の隅脚部

構 成 L/ソポルツリー,擁壁,法面等の形状変更

デ ザ イ -/ 地形を活用するなど

素 材 自然系粟材

二こレメこ/ト

芸[定 点 表 示 町名,団地名等

揖 ル レツ リ6TT

上記の他,幹線道路上街路樹をコレクター道路交差郡のみ, シ ンボル ツ

リー化すること等･が考えられる｡

鵬倣術1格
丁 l lH~





㊥ 幹 線 道 路 交 差 点サ イ ン拠 点

配 位 幹線道路交差点を中心 とするO

桝 成 自動申系定点標識 ･誘導標識

デザイ ン 既定デザイン

素 材 既定

エ レメ '/ト

_

ー

r

ー

-

1
0

8-

交差点名称標識 信号機柱に設tFEt

通 り名称 標 識 歩道上に設位

方 面 表 示 進行方向左側交差点手前に設僅

H wq

込 交差点隅切部を利用

路 樹

...㈹ ML
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